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安来市の人口と世帯数　　　平成28年３月31 日現在

世帯数 ･･･14,180世帯　

人　口 ･･･男 19,227人　 女20,960人　 合計40,187人

なねと かげ

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」



　

今月の表紙 

　はくたチューリップ祭会場で人前挙式
が行われ、多くの皆さんから祝福を受け
ていました。
・撮影日　　４月 10 日

・撮影場所　伯太町東母里　　　　

「チューリップウェディング」
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市長室だより

よみがえる
       月山富田城跡

　4月上旬、市内で「やすぎのひなめぐり」が開
催され、街は華やかに彩られました。広瀬地区で
も「おひなまつり」や「ひな流し」が行われまし
たが、その背後、富田川の土手の桜花越しにそび
える月山を皆さんはご覧になられたでしょうか。
　昨秋から始まった月山富田城跡の整備事業の一
環で樹木の伐採を進め、日に日に山頂部の石垣や
堀切が確認できるようになりました。また、登山
道にもなっている七曲り周辺では曲

くる わ

輪跡がよく分
かるようになりました。今年度以降には、これま
で見学することができなかった曲輪部分の整備に
も着手します。
　残念ながら現在は、安全のため山頂に登ること
ができません。今秋には、悠久の時を越えよみが
えった本丸からの眺望を皆さんにご覧いただくこ
とができるでしょう。
　城郭研究の第一人者である静岡大学名誉教授小
和田哲男先生からも、「戦う城の代表格」として
高い評価を得ている同城。地域の誇りとなるよう、
また、全国の観光客の皆さんにこの城の素晴らし
さを体感していただけるよう、引き続き整備して
参ります。
　※曲輪…防御のための平たん地

　
４
月
３
日
に
富
田
川
（
飯
梨
川
）
の
河
川

敷
で
行
わ
れ
た
ひ
な
流
し
。
ひ
な
を
水
面
に

浮
か
べ
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
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信
長

短
市



　

最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス
　

島
根
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
㌔
圏

内
に
位
置
す
る
、
安
来
・
出
雲
・
雲

南
の
三
市
の
市
長
が
3
月
28
日
、
広

島
市
の
中
国
電
力
株
式
会
社
本
社
を

訪
れ
、
立
地
自
治
体
（
島
根
県
・
松

　

４
月
１
日
か
ら
市
内
９
つ
の
保
育

所
が
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

移
行
し
た
施
設
は
飯
梨
、
大
塚
、

広
瀬
、
布
部
、
比
田
、
安
田
、
母
里
、

井
尻
、
赤
屋
の
９
施
設
。
既
に
移
行

し
て
い
る
荒
島
を
加
え
る
と
市
内
の

認
定
こ
ど
も
園
の
数
は
10
施
設
と
な

江
市
）
と
同
様
の
原
子
力
安
全
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

原
子
力
安
全
協
定
と
は
、
一
般
的

に
立
地
自
治
体
の
県
と
市
町
村
、
電

力
会
社
の
３
者
で
原
子
力
発
電
所
に

つ
い
て
結
ば
れ
る
も
の
で
、
緊
急
時

の
通
報
連
絡
、
運
転
情
報
の
定
期
的

な
報
告
、
情
報
公
開
の
義
務
付
け
、

自
治
体
の
立
ち
入
り
調
査
権
・
措
置

要
求
権
、
施
設
の
新
増
設
な
ど
事
前

了
解
・
協
議
の
項
目
な
ど
を
盛
り
込

み
、
住
民
の
安
全
確
保
や
周
辺
環
境

の
保
全
の
た
め
に
締
結
さ
れ
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
を
契
機
に
、
立
地

自
治
体
以
外
で
あ
る
安
来
市
・
出
雲

市
・
雲
南
市
で
も
、
こ
れ
ま
で
安
全

協
定
の
締
結
を
求
め
て
お
り
、
中
国

電
力
へ
の
安
全
協
定
の
要
望
は
平
成

24
年
8
月
、
平
成
25
年
10
月
に
続
い

り
ま
し
た
。
安
来
市
で
は
平
成
31
年

度
ま
で
に
14
箇
所
の
認
定
こ
ど
も
園

を
誕
生
さ
せ
る
予
定
で
す
。　

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保

育
所
の
機
能
を
併
せ
も
っ
た
施
設

で
、
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
親
の
就
労
状
況
に

左
右
さ
れ
ず
に
子
ど
も
が
同
一
施
設

に
い
ら
れ
る
こ
と
や
、
子
ど
も
が
一

緒
に
な
る
こ
と
で
適
切
な
規
模
の
子

ど
も
の
集
団
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
好
な
環
境

が
整
い
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
布
部
で
は
４
月
４

　

新
田
典
利
副
市
長
が
退
任
し
、
４
月
１
日

か
ら
森
脇
副
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

●
任
期
…
４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月
31
日

●
経
歴
…
昭
和
36
年
生
ま
れ
、
55
歳
、
岡
山

大
学
法
文
学
部
卒
業
、
島
根
県
採
用
、
隠
岐

保
健
所
調
整
監
、
自
然
環
境
課
調
整
監
、
企

業
局
経
営
課
長
、
企
業
局
総
務
課
長
な
ど
を

歴
任
。

安
来
市
副
市
長
に

森
脇
光
成
氏
が
就
任

て
3
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
近
藤
市
長
、
長
岡
秀
人

出
雲
市
長
、
速
水
雄
一
雲
南
市
長
が
、

そ
ろ
っ
て
中
国
電
力
株
式
会
社
本
社

で
苅
田
知
英
取
締
役
社
長
と
面
会
。

三
市
の
代
表
を
務
め
る
近
藤
市
長
が
、

「
３
市
と
も
立
地
自
治
体
同
様
の
リ
ス

ク
を
負
っ
て
い
る
。
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
周
辺
自
治
体
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
こ
と
が
必
須
」
と
述
べ
、
要
望

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
苅
田
取
締
役

社
長
は
「
３
市
の
市
長
が
広
島
ま
で

出
向
い
て
要
請
さ
れ
た
こ
と
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
た
い
。
安
全
協
定

の
あ
り
方
に
は
さ
ま
ざ
ま
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
。
十
分
検
討
し
、
改
め

て
回
答
し
た
い
」
と
述
べ
、
そ
の
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
地

域
の
人
が
見
守
る
中
、
子
ど

も
た
ち
が
除
幕
し
て
看
板
を

お
披
露
目
し
ま
し
た
。
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中国電力取締役社長に要望
立地自治体同様の安全協定を

３

▶

苅
田
取
締
役
社
長
に
要
望
書
を
手

渡
す
左
か
ら
速
水
市
長
、
近
藤
市
長
、

長
岡
市
長
。

４月から 9 施設が移行
認定こども園が10施設に

森脇光成副市長



　

　

最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス安来市長選挙・安来市議会議員補欠選挙 　

平
成
23
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
り

運
転
を
停
止
し
て
い
た
伯
太
発
電

所
（
小
水
力
発
電
）
が
、
改
修
工
事

を
終
え
四
年
ぶ
り
に
再
稼
働
し
ま
し

た
。
同
発
電
所
は
昭
和
34
年
に
運
転

開
始
。
伯
太
川
水
系
の
豊
富
な
水
を

利
用
し
て
発
電
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

新
発
電
所
の
総
事
業
費
は

３
１
３
百
万
円
。
年
間
見
込
発
電

量
は
７
０
万
７
４
０
０
ｋ
ｗ
ｈ

で
、
電
力
会
社
へ
の
売
電
見
込
額
は

２
千
６
百
万
円
で
す
。
こ
れ
は
一
般

家
庭
の
１
６
５
０
世
帯
分
に
相
当
し

ま
す
。

　

今
回
の
設
備
に
は
遠
方
監
視
シ
ス

テ
ム
を
導
入
。
２
台
の
カ
メ
ラ
に
よ

る
最
新
の
状
況
の
確
認
や
発
電
量
の

デ
ー
タ
を
モ
バ
イ
ル
端
末
等
で
常
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

母
里
・
南
小
学
校
区
の
２

つ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

完
成
し
、
３
月
下
旬
・
４
月

初
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ

移
動
に
よ
る
リ
ス
ク
を
縮
小

し
、
校
庭
や
体
育
館
な
ど
が

使
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
部

屋
は
い
ず
れ
も
一
部
屋
で
、

一
目
で
視
認
で
き
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
お
り
、
安
心
安

全
な
設
備
が
整
い
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
市
営
住
宅
の
管
理

業
務
を
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
に
委

託
し
ま
し
た
。

　

同
公
社
は
、
県
の
住
宅
行
政
の
総

合
的
な
実
施
機
関
と
し
て
、
県
民
の

住
生
活
の
向
上
を
目
指
し
多
彩
な
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
30
年
に
わ

た
る
県
営
住
宅
の
管
理
な
ど
住
宅
に

つ
い
て
実
績
の
あ
る
団
体
で
す
。
市

は
公
社
の
資
源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
、
効
率
的
・
効
果
的
に
業
務

を
執
行
で
き
る
と
し
て
今
回
の
委
託

と
な
り
ま
し
た
。

　

委
託
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

施
設
、
設
備
に
お
け
る
各
種
ト
ラ
ブ

ル
や
苦
情
に
対
し
、
休
日
も
含
め
た

３
６
５
日
・
24
時
間
体
制
の
確
立
と
、

住
宅
相
談
員
の
配
置
に
よ
る
、
き
め

細
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
営
住

宅
と
市
営
住
宅
の
空
き
部
屋
情
報
を

一
元
的
に
管
理
・
提
供
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
市
役
所
広
瀬
庁
舎
一
階

に
安
来
事
務
所
を
構
え
、入
居
登
録
、

退
去
の
手
続
、
修
繕
、
空
室
等
の
情

報
、
各
種
届
出
な
ど
の
業
務
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
安
来
庁
舎
で
調
印
式

が
行
わ
れ
、
近
藤
市
長
と
松
本
功
理

事
長
が
委
託
管
理
締
結
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

松
本
理
事
長
は
「
公
社
に
任
せ
て

よ
か
っ
た
と
市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
務
め
て
い
き

た
い
」と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

で
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

母
里
は
小
学
校
に
隣
接
し
た
母
里

交
流
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
、
大
塚
は

南
小
学
校
の
駐
車
場
に
建
設
さ
れ
、

広報やすぎ　2016年５月

開
所
し
た
南
児
童
ク
ラ

ブ
（
右
）
と
母
里
児
童

ク
ラ
ブ
（
下
）。

1650 世帯 / 年分の売電が可能に
水力による伯太発電所稼働

母里小・南小で完成
放課後児童クラブ

県住宅供給公社と締結
市営住宅管理を委託

４

調
印
を
交
わ
し
た
近
藤
市
長
と
松
本

理
事
長
（
左
）



　

　

選挙期日…10 月 16 日㈰　告示日…10 月９日㈰
選挙人員…安来市長選挙　１人
　　　　　安来市議会議員補欠選挙　１人   （３月 22 日現在）

　　　　　　 ※立候補予定者説明会を９月に行います。

安来市長選挙・安来市議会議員補欠選挙

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
園
し
た
広

瀬
幼
稚
園
で
４
月
３
日
、
卒
園
者
な

ど
が
集
ま
り
、
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
３
月
ま
で
園
児
だ
っ
た
子

ど
も
や
、
小
学
生
か
ら
70
代
ま
で
の

卒
園
者
を
中
心
に
約
２
０
０
人
が
参

加
。
落
ち
葉
拾
い
、
窓
ふ
き
、
床
掃

除
な
ど
お
の
お
の
が
感
謝
の
思
い
を

込
め
て
園
内
を
丹
念
に
清
掃
し
ま
し

た
。
清
掃
後
は
、
全
員
で
遊
戯
室
に

集
ま
り
園
歌
を
斉
唱
。
歌
い
終
わ
る

と
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。
散
会
後
も
多
く

の
人
が
園
に
と
ど
ま
り
、
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
園
内
で
遊
ん

だ
り
と
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

広
瀬
幼
稚
園
の
卒
園
者
で
現
在
は

高
校
生
の
横
地
か
え
さ
ん
は
「
思
い

出
深
い
園
。
小
・
中
学
校
の
通
学
の

際
に
も
園
の
前
を
通
っ
て
い
た
の
で

さ
み
し
い
」
と
名
残
惜
し
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

広
瀬
幼
稚
園
は
、
昭
和
15
年
６
月

に
広
瀬
町
保
育
園
と
し
て
設
置
し
た

後
、
昭
和
18
年
４
月
に
広
瀬
幼
稚
園

と
し
て
開
園
し
、
広
瀬
地
域
の
幼
児

教
育
の
拠
点
施
設
と
し
て
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
４
月
に
認
定
こ

ど
も
園
広
瀬
が
開
園
す
る
に
あ
た

り
、
３
月
を
も
っ
て
72
年
間
の
歴
史

の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら

施
設
の
一
部
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
使
用
す
る
予
定
で
す
。

■問い合わせ
　安来市選挙管理委員会　℡ 23-3135

広報やすぎ　2016年５月

卒園者らが清掃活動
閉園の広瀬幼稚園に感謝

▲花びらの形の紙に感
謝メッセージを添えま
した。

５



市
職
員
の
人
事
異
動
・

　
　
組
織
機
構
の
変
更

　

４
月
１
日
付
で
、
市
の
組
織
機
構
の
変
更
と
、
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
３
月
31
日
付
の
退
職
者

と
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
移
行
後
の
ス
ム
ー
ズ
な
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
一
年
前
倒
し
で

配
置
部
署
を
見
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連
業
務
の
連
携
強
化
、
事
務
の
効

率
化
等
を
図
る
観
点
か
ら
課
の
移
管
、
統
合
等
を
行
い
ま
し
た
。

▽
政
策
企
画
部
の
名
称
を
政
策
推
進
部
に
改
め
ま
し
た
。
商
工
観
光
課
を  

　

政
策
推
進
部
へ
移
管
し
、
定
住
関
連
と
観
光
関
連
部
署
等
の
連
携
強
化
を

　

図
り
ま
す
。

▽
産
業
振
興
部
の
名
称
を
農
林
水
産
部
に
改
め
、
農
林
水
産
業
に
特
化
し
、

中
山
間
地
域
対
策
等
さ
ら
な
る
農
林
水
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

▽
総
務
部
財
政
課
か
ら
行
財
政
改
革
と
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
二
つ
の

係
を
分
離
し
て
、
行
財
政
改
革
推
進
室
を
新
設
し
ま
し
た
。

▽
基
盤
整
備
部
の
名
称
を
建
設
部
に
改
め
ま
し
た
。

▽
納
税
課
を
税
務
課
に
統
合
し
、
３
係
（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
収
納
）

　

と
し
ま
し
た
。

▽
市
民
課
の
１
係
を
２
係
（
市
民
・
記
録
）
と
し
ま
し
た
。

▽
管
財
課
の
２
係
を
３
係
（
財
産
管
理
・
入
札
契
約
・
車
両
）
と
し
ま
し
た
。

▽
市
民
会
館
開
館
準
備
室
の
名
称
を
文
化
ホ
ー
ル
準
備
室
に
改
め
ま
し
た
。

▽
国
県
事
業
推
進
室
と
都
市
計
画
課
を
統
合
し
、都
市
政
策
課
と
し
ま
し
た
。

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
の
名
称
を
給
食
教
育
課
に
改
め
ま
し
た
。

■
詳
細
は
、
今
月
号
の
折
り
込
み
の
組
織
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

組
織
機
構
の
変
更

異
動
総
数

①
平
成
28
年
４
月
１
日
付　
　
　

２
０
９
人
（
市
立
病
院
を
含
む
）

【
内
訳
】
▽
部
長
級
13
人
（
う
ち
昇

任
11
人
）
▽
課
長
級
36
人
（
う
ち
昇

任
15
人
）
▽
係
長
34
人
▽
そ
の
他
82

人
▽
採
用
39
人
▽
再
任
用
５
人

②
平
成
28
年
３
月
31
日
付
退
職
者
27

人※
課
長
級
以
上
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※（　

）
内
は
旧
任
。
兼
は
兼
務
、

の
略
字
で
す
。

政
策
推
進
部

●
部
長
級
▽
次
長

（兼）
商
工
観
光
課
長

（
総
務
課
長
）
宮
田
玲

●
課
長
級
▽
定
住
企
画
課
長
（
情
報

政
策
課
長
）
植
田
真
矢
樹
▽
情
報
政

策
課
長
（
広
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー
主
査

（兼）
総
務
係
長
）
岩
田
泰
斉

地
域
セ
ン
タ
ー

●
部
長
級
▽
広
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー
長

（兼）
同
セ
ン
タ
ー
次
長
（
会
計
管
理
者

（兼）
会
計
課
長
）
岩
田
理
詞

総
務
部

●
部
長
級
▽
次
長

（兼）
統
括
危
機
管
理

監
（兼）
危
機
管
理
課
長
（
市
民

生
活
部
次
長

（兼）
地
域
振
興
課

長
）
安
井
章
二
▽
次
長

（兼）
行

財
政
改
革
推
進
室
長
（
財
政

課
長
）
池
田
周
一

●
課
長
級
▽
総
務
課
長
（
議
会
事
務

局
次
長

（兼）
議
事
調
査
係
長
）
前
田
康

博
▽
財
政
課
長
（
安
来
市
立
病
院
総

務
課
長
）
村
上
和
也
▽
行
財
政
改
革

推
進
室
主
査
（
財
政
課
主
査

（兼）
行
財

政
改
革
係
長
）
原
み
ゆ
き

市
民
生
活
部

●
部
長
級
▽
部
長
（
市
民
生
活
部
次

長
（兼）
市
民
課
長
）
板
持
功
毅
▽
次
長

（兼）
地
域
振
興
課
長（
定
住
企
画
課
長
）

辻
谷
洋
子

●
課
長
級
▽
市
民
課
長
（
環
境
政
策

課
長
）
小
村
修
一
▽
保
険
年
金
課
長

（
教
育
総
務
課
長
）
武
藤
伊
津
子
▽

環
境
政
策
課
長
（
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）
遠
藤
好
博
▽
環
境
政
策
課
主

査
（兼）
環
境
対
策
係
長
（
環
境
政
策
課

主
査

（兼）
施
設
整
備
係
長
）
長
田
勇
一

▽
環
境
政
策
課
主
査

（兼）
施
設
整
備
係

長
（
商
工
観
光
課
主
査

（兼）
観
光
施
設

係
長
）
池
田
薫

健
康
福
祉
部

●
部
長
級
▽
部
長（
市
民
生
活
部
長
）

内
田
修
次
▽
次
長
（
納
税
課
長
）
原

田
誠

人
事
異
動
の
内
容

広報やすぎ　2016年５月６



●
課
長
級
▽
福
祉
課
長
（
介
護
保
険

課
長

（兼）
指
導
監
査
室
長
）
太
田
清
美

▽
介
護
保
険
課
長

（兼）
指
導
監
査
室
長

（
介
護
保
険
課
主
査

（兼）
給
付
係
長
）

高
木
肇

農
林
水
産
部

●
課
長
級
▽
農
林
整
備
課
主
査

（兼）
土

地
改
良
係
長
（
農
林
整
備
課
主
幹

（兼）

建
設
改
良
係
長
）
石
倉
保

建
設
部

●
課
長
級
▽
都
市
政
策
課
長
（
土
木

建
設
課
長
）
花
谷
吉
文
▽
土
木
建
設

課
長
（
水
道
工
務
課
主
査

（兼）
計
画
係

長
）
二
岡
敦
彦
▽
都
市
政
策
課
主
査

（
土
木
建
設
課
主
幹

（兼）
建
設
改
良
係

長
）
広
江
正
人
▽
土
木
建
設
課
主
査

（兼）
建
設
改
良
係
長
（
農
林
整
備
課
主

査
（兼）
土
地
改
良
係
長
）
岩
崎
武
志

議
会
事
務
局

●
課
長
級
▽
事
務
局
次
長

（兼）
議
事
調

査
係
長
（
農
林
振
興
課
主
査

（兼）
農
政

係
長
）
細
田
孝
吉

会
計
管
理
者

●
部
長
級
▽
会
計
管
理
者

（兼）
会
計
課

長
（
福
祉
課
長
）
坂
野
誠

教
育
委
員
会
事
務
局

●
部
長
級
▽
教
育
部
長
（
教
育
部
長

（兼）
給
食
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
長
）

奈
良
井
丈
治

●
課
長
級
▽
教
育
総
務
課
長
（
人
事

課
主
幹

（兼）
人
事
係
長
）
吉
野
文
康
▽

給
食
教
育
課
（
都
市
計
画
課
長
）
内

田
徹
▽
学
校
教
育
課
主
査

（兼）
学
校
教

育
係
長
（
島
根
県
よ
り
）
奈
良
井
正

認
定
こ
ど
も
園

●
課
長
級
▽
大
塚
園
長
（
赤
屋
保
育

所
長
）
奈
良
井
美
佐
絵
▽
広
瀬
園
長

（
安
田
保
育
所
長
）
広
中
朱
美
▽
赤

屋
園
長
（
認
定
こ
ど
も
園
荒
島
主
査

（兼）

副
園
長
）渡
部
あ
お
い
▽
安
田
園
長（
大

塚
保
育
所
長
）
長
谷
川
有
美
子

農
業
委
員
会
事
務
局

●
課
長
級
▽
事
務
局
長
（
税
務
課
主

査
（兼）
固
定
資
産
税
土
地
係
長
）
竹
内

章
二

消
防
本
部

●
部
長
級
▽
消
防
長
（
消
防
次
長

（兼）

消
防
総
務
課
長
）
池
田
志
信
▽
消
防

次
長
（
消
防
署
長
）
生
和
隆
志

●
課
長
級
▽
消
防
総
務
課
長
（
消
防

総
務
課
主
査

（兼）
総
務
係
長
）
長
谷
川

広
▽
通
信
指
令
課
長
（
予
防
課
長
）

井
上
和
徳
▽
予
防
課
長
（
通
信
指
令

課
主
査

（兼）
通
信
指
令
係
長
）
遠
藤
泰

史
▽
消
防
署
長
（
通
信
指
令
課
長
）

島
田
均
▽
消
防
総
務
課
主
査
（
警
防

課
主
査

（兼）
救
急
係
長
）
平
井
稔
久
▽

警
防
課
主
査

（兼）
警
防
係
長
（
通
信
指

令
課
主
幹
）
高
橋
正
武
▽
消
防
署
広

瀬
分
署
長
（
消
防
署
主
査

（兼）
警
防
課

主
査
）
青
戸
博
司

市
立
病
院

●
部
長
級
▽
副
院
長

（兼）
診
療
部
長

（
診
療
部
長

（兼）
医
療
技
術
部
長
）
水

澤
清
昭
▽
医
療
技
術
部
長

（兼）
神
経
内

科
部
長
（
診
療
部
神
経
内
科
部
長
）

石
田
玄
▽
事
務
部
長

（兼）
総
務
課
長

（
事
務
部
長
）
蒲
生
安
生

●
課
長
級
▽
看
護
部
療
養
病
棟
師

長
（
看
護
部
療
養
病
棟
主
任
）
藤
井

幸
江
▽
医
療
技
術
部
臨
床
検
査
室
長

（
医
療
技
術
部
臨
床
検
査
室
主
任
）

秦
恵
子

退
職
（
３
月
31
日
付
）

●
部
長
級
▽
安
部
浩
巳
（
広
瀬
地
域

セ
ン
タ
ー
長
）
▽
平
井
禎
（
健
康
福

祉
部
長
）
▽
細
田
誠
（
消
防
長
）
▽

仲
西
寛
治
（
総
務
部
次
長
）
▽
岩
見

喜
久
子
（
健
康
福
祉
部
次
長
）
▽
永

見
英
（
産
業
振
興
部
次
長
）
▽
佐
伯

克
己
（
基
盤
整
備
部
次
長
）
▽
入
江

秀
樹
（
市
立
病
院
副
院
長
）

●
課
長
級
▽
生
和
由
里
子
（
保
険
年

金
課
長
）
▽
原
田
栄
子
（
母
里
保
育

所
長
）
▽
秦
美
沙
江
（
学
校
教
育
課

主
査
）
島
根
県
へ
▽
松
沢
正
一
（
文

化
課
主
査
）
▽
野
々
村
康
正
（
消
防

総
務
課
主
査
）
▽
山
根
英
樹
（
消
防

署
広
瀬
分
署
長
）
▽
角
隆
（
市
立
病

院
医
療
技
術
部
臨
床
検
査
室
長
）
▽

昆
澤
恵
偉
子
（
市
立
病
院
看
護
部
療

養
病
棟
師
長
）

▲ 4月１日には、36人の新規採用職員に近藤市長が
辞令を交付しました。

●
問
い
合
わ
せ･･･

人
事
課
℡
23ｰ

３
０
２
１
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平成 28年度　安来市一般会計予算

予算額は過去最大の２９２億円（対前年度比 14 億 3000 万円増）　　　
　

　平成28年度の一般会計予算が決まりましたので、その概要と主要施策をお知らせします。本予
算は、第２次安来市総合計画の将来像「人が集い　未来を拓

ひら

く　ものづくりと文化のまち」の実現
に向けた施策及び、安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略による人口減少対策と安来市の創生を
目的とした施策への取り組みを重点的かつ着実に推進することとし、中期財政計画を踏まえ、予算
編成を行いました。

（0.7％）
　　　　　　　　　（14.7％）

　　　　　　　　　　　　（23.5％）
　　　　（7.1％）

（0.5％）
　　　（4.8％）
　　（3.0％）
　　　　　（8.3％）

　（2.7％）
（20.7％）

（0.3％）
　　　　　　　　（12.8％）
（0.9％）

衛生費 総務費 土木費 公債費など 民生費

予防接種、各種
検診、ごみ処理
など

税金、防災、庁
舎管理、選挙な
ど

道路の整備・
補修、市営住
宅の修繕など

借入金の元金・
利子の返済など

高齢者・障がい
者福祉対策、児
童対策など

52,373 円 108,295 円 61,729 円 100,911 円 173,782 円

市民一人当
たりに使わ
れるお金は

７３８,２５０円

●問い合わせ　財政課℡２３－３０２５

　　　　　　　　　　（16.5％）

（1.0％）

　（1.5％）

（0.1％）

　　　（4.8％）
　（2.1％）

（0.8％）

（30.8％）

　　　　　（9.1％）

　　　（5.0％）

　　（2.9％）

　　　　　　　　　　　（25.4％）
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平成２８年度予算総括表
特別会計を含めた全予算額は、４５２億７７８４万円（対前年度比 4.2％の増）

会　計　名 平成 28 年度予算額 対前年度増減

　一　般　会　計 ２９２億　　　０万円 １４億３０００万円 （5.1％）

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業特別会計 ５５億４３００万円 ６３００万円 （1.1％）

後期高齢者医療事業特別会計 １０億４６００万円 ６３００万円 （6.4％）

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 ４７億１５００万円 △６０００万円 （△ 1.3％）

電 気 事 業 特 別 会 計 ７９００万円 △１億５２００万円 （△ 65.8％）

下 水 道 事 業 特 別 会 計 ３２億９５００万円 ３５００万円 （1.1％）

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 １３億９９００万円 ４億６２００万円 （49.3％）

母 里 財 産 区 特 別 会 計 ６０万円 ０万円 －

井 尻 財 産 区 特 別 会 計 １５万円 ０万円 －

赤 屋 財 産 区 特 別 会 計 ９万円 △２万円 （△ 20.0％）

合　　計 ４５２億７７８４万円 １８億４０９８万円 （4.2％）
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市
税
は
法
人
市
民
税
等
の
減
額
等
に
よ
り
対
前

年
度
比
０
・
7
％
の
減
、
市
債
は
安
来
庁
舎
建
設

事
業
や
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業
等
の
投
資
的

経
費
の
増
額
に
伴
い
24
・
0
％
の
増
、
県
支
出
金

は
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
交
付
金
等
の
減
額
に

伴
い
43
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
安
来
庁
舎
建
設
事
業
に
よ
り
対

前
年
度
比
30
・
4
％
の
増
、
土
木
費
は
中
海
ふ

れ
あ
い
公
園
整
備
事
業
の
事
業
費
の
減
等
に
よ

り
25
・
０
％
の
減
、
教
育
費
は
総
合
文
化
ホ
ー

ル
建
設
事
業
に
よ
り
47
・
２
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

※（　）は歳出内の構成比を示しています。

※（　）は歳入内の構成比を示しています。

　区　分　　　　予算額　対前年度比　　20 億円　40 億円　60 億円　80 億円 歳 出

歳 入　区　分　　　　予算額　対前年度比　　20 億円　40 億円　60 億円　80 億円

自 

主 

財 

源

市税 48.3 億円 △ 0.7％

分担負担金 2.8 億円 66.9％

使用手数料 4.5 億円 △ 30.0％

財産収入 0.3 億円 △ 4.5％

繰入金 14.0 億円 94.5％
諸収入等 6.0 億円 11.4％

依 

存 

財 

源

地方譲与税 2.4 億円 9.5％

地方交付税 90.0 億円 0.2％

国庫支出金 26.5 億円 13.2％

県支出金 14.6 億円 △ 43.2％

交付金等 8.3 億円 17.8％

市債 74.3 億円 24.0％

議会費 2.0 億円 △ 6.1％
総務費 42.8 億円 30.4％
民生費 68.7 億円 4.6％
衛生費 20.7 億円 2.4％
労働費 1.6 億円 0.3％
農林水産業費 14.0 億円 △ 4.1％
商工費 8.6 億円 1.3％
土木費 24.5 億円 25.0％
消防費 7.9 億円 4.0％
教育費 60.4 億円 47.2％
災害復旧費 0.9 億円 0.0％
公債費 37.3 億円 1.3％
諸支出金等 2.6 億円 80.3％

（0.7％）
　　　　　　　　　（14.7％）

　　　　　　　　　　　　（23.5％）
　　　　（7.1％）

（0.5％）
　　　（4.8％）
　　（3.0％）
　　　　　（8.3％）

　（2.7％）
（20.7％）

（0.3％）
　　　　　　　　（12.8％）
（0.9％）   公債費のうち

元金 33.4 億円
利子   2.9 億円

議会費 商工費 消防費 農林水産業費など 教育費

労働費

災害復旧費

商工業・観光・
特産品振興など

火災、救急、防災、
消防団など

農業、林業、畜産、
水産、農林道整
備など

小中学校・幼稚園・
交流センター・図
書館の運営など

11,324 円 21,812 円 19,899 円 35,385 円 152,740 円

　　　　　　　　　　（16.5％）

（1.0％）

　（1.5％）

（0.1％）

　　　（4.8％）
　（2.1％）

（0.8％）

（30.8％）

　　　　　（9.1％）

　　　（5.0％）

　　（2.9％）

　　　　　　　　　　　（25.4％）
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対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

１
億
３
１
０
２
万
円

　

県
の
医
療
費
助
成
事
業
（
県
１
／

２
補
助
）
を
実
施
し
、
さ
ら
に
市
の

単
独
助
成
を
中
学
生
も
対
象
と
な
る

よ
う
拡
充
し
ま
す
。

●
就
学
前
保
育
料
無
料
事
業

６
９
２
４
万
円

　

一
定
の
所
得
以
下
の
子
育
て
世
帯

を
対
象
に
保
育
料
等
を
軽
減
し
ま

す
。
ま
た
、
第
３
子
以
降
の
４
・
５

歳
児
に
係
る
保
育
料
を
無
料
と
し
ま

す
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

６
７
９
３
万
円

　

保
護
者
が
仕
事
等
に
よ
り
昼
間
家

庭
に
い
な
い
小
学
校
児
童
を
放
課
後

に
預
か
り
、
児
童
の
健
全
育
成
と
福

祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
外
国
語
指
導
事
業

１
８
５
５
万
円

　

小
中
学
校
お
よ
び
認
定
こ
ど
も

園
、
保
育
所
、
幼
稚
園
に
外
国
語
指

導
助
手
の
巡
回
指
導
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
２

産
業
振
興
に
よ
り
、
若
者
に
魅
力
あ

る
雇
用
の
場
を
創
出
す
る

●
企
業
立
地
雇
用
促
進
奨
励
金
事
業

３
４
３
４
万
円

　

施
設
を
新
設
・
増
設
・
移
設
す
る

企
業
に
対
し
て
今
年
度
か
ら
対
象
を

拡
充
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
工
業
団
地
整
備
事
業４

０
０
３
万
円

　

新
た
な
工
業
団
地
整
備
に
向
け
た

調
査
と
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

●
畜
産
振
興
対
策
事
業

６
９
０
万
円

　
「
や
す
ぎ
和
牛
」「
や
す
ぎ
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た

め
、対
象
を
拡
充
し
て
助
成
し
ま
す
。

●
林
業
活
性
化
事
業

１
２
９
０
万
円

　

特
用
林
産
物
（
し
い
た
け
）
の
振

興
の
た
め
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
森
林
資
源
の
活
用
の
た
め
中
間

土
場
を
整
備
し
ま
す
。

●
誘
客
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　

５
５
１
万
円

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養

成
や
、
観
光
案
内
業
務
の
実

基
本
目
標
１

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

を“
支て

ご援
”す
る

●
結
婚
活
動
支
援
事
業　

８
０
万
円

　

セ
ミ
ナ
ー
・
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
事

業
、
結
婚
相
談
事
業
を
行
い
、
結
婚

し
た
い
人
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
不
妊
治
療
費
助
成
事
業７

３
４
万
円

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に

一般会計予算の
主要施策

　平成 28 年度当初予算に計上した主
要事業について、安来市まち・ひと・
しごと創生総合戦略に掲げる４つの
テーマに分けて紹介します。

　
　●

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業

１
億
７
９
０
８
万
円

　

公
園
の
造
成
工
事
、公
衆
ト
イ
レ
、

浄
化
槽
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■問い合わせ　財政課℡２３－３０２５
　　　　　　　定住企画課℡２３－３０５９

施
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
よ
る
安
来
市
観
光
プ

ラ
ン
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
や
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。

●
史
跡
富
田
城
整
備
事
業

２
億
６
７
４
６
万
円

　

千
畳
平
・
馬
乗
馬
場
地
区
の
伐
採
、

歴
史
資
料
館
改
修
工
事
等
を
実
施
し

ま
す
。

広報やすぎ　2016年５月

▲整備の進む月山富田城跡
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基
本
目
標
３

住
環
境
を
向
上
し
、
市
民
の
定
住
意

識
を
高
め
る

●
定
住
促
進
支
援
補
助
事
業

９
０
４
５
万
円

　

住
宅
取
得
や
既
存
住
宅
の
増
改
築

に
つ
い
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
民
間
賃
貸
住
宅
助
成
事
業

３
３
０
０
万
円

　

地
域
の
中
心
地
へ
の
民
間
賃
貸
住

宅
建
設
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

６
７
５
万
円

　

住
ま
い
・
仕
事
・
生
活
に
関
す
る

相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

８
１
４
万
円

　

ま
ち
ゼ
ミ
開
催
事
業
、
賑
わ
い
創

出
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
消
防
団
体
制
の
構
築
事
業

２
４
３
８
万
円

　

消
防
団
拠
点
施
設
や
消
防
団
車
両

等
を
整
備
し
、
地
域
防
災
力
の
充
実

強
化
を
図
り
ま
す
。

●
介
護
人
材
育
成
支
援
事
業

４
６
８
万
円

　

介
護
人
材
の
確
保
の
た
め
、
市
内

介
護
事
業
所
の
就
業
者
が
島
根
総
合

福
祉
専
門
学
校
に
通
学
す
る
間
の
生

活
費
支
援
を
行
っ
た
際
、
そ
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　
●
が
ん
対
策
事
業　

３
５
９
３
万
円

　

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
、
集
団
が
ん
検
診
の
日
曜
日
検

診
や
、
個
別
検
診
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
の
集
団
検
診
を
増
や
し
、
受
診

促
進
を
図
り
ま
す
。

基
本
目
標
４

多
種
多
様
で
魅
力
的
な“
地じ

げ域
”を
形

成
す
る

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

１
４
８
９
万
円

　

や
す
ぎ
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
、農
業
活
性
化
支
援
を
実
施
し
、

協
力
隊
員
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
就
農
・
定
住
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

４
６
１
２
万
円

　

受
け
入
れ
集
落
、
師
匠
、
農
地
に

加
え
「
住
居
」
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

た
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
を
誘
致
す
る

し
く
み
を
整
備
し
、
担
い
手
確
保
と

園
芸
産
地
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
活
性
化
事
業

１
億
５
０
６
１
万
円

　

各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管

理
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う

た
め
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
運
行
事
業

２
億
３
４
７
６
万
円

　

広
域
生
活
バ
ス
の
運
行
を
行
い
ま

す
。
車
内
に
降
車
案
内
表
示
盤
を
設

置
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
利
用
促
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
見
直
し
を
行
い
、
生

活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

り
ま
す
。

●
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業　
　
　
　

６
億
４
５
９
０
万
円

　

安
来
港
飯
島
線
、
山
根
１
号
線
、

木
戸
川
東
線
、
中
島
津
田
平
線
、
本

町
御
笠
線
、
下
ノ
原
２
号
線
、
杉
谷

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業

38
億
４
０
０
万
円

　

今
年
度
は
造
成
工
事
と
総
合
文
化

ホ
ー
ル
本
体
建
設
工
事
を
行
い
、
平

成
29
年
５
月
に
完
成
予
定
で
す
。

●
総
合
文
化
ホ
ー
ル
運
営
事
業

２
６
３
０
万
円

　

開
館
に
向
け
て
管
理
運
営
や
、
開

館
記
念
事
業
の
準
備
、
開
館
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
●
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

８
７
４
０
万
円

　

今
年
度
か
ら
市
内
の
中
学
校
４

校
、安
来
幼
稚
園
に
給
食（
１
３
０
０

食
）
を
配
食
し
ま
す
。

●
安
来
庁
舎
建
設
事
業

17
億
３
２
２
８
万
円

　

今
年
度
は
安
来
庁
舎
本
体
建
築
工

事
、
周
辺
整
備
工
事
を
行
い
、
平
成

29
年
５
月
に
完
成
予
定
で
す
。

線
、
未
明
政
線
道
路
改
良
事

業
を
行
い
ま
す
。
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中学３年生まで医療費無料化の
対象を拡大しました

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
通
院
・
入
院
・
薬
局
等
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
の

制
度
を
改
正
し
、
助
成
対
象
を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

中学生以下の医療費の自己負担額（窓口負担）　※( 　) 内は改正前

区分 窓口負担割合 ひと月当たりの自己負担上限額 所得
制限入院 通院 薬局等

０歳～
就学前

原則総医療
費の１割 ０円 ０円 ０円 なし

小学生 原則総医療
費の３割 ０円 ０円 ０円 なし

中学生 原則総医療
費の３割

０円
（３割負担）

０円
（３割負担）

０円
（３割負担） なし

窓
口
で
保
険
証
と
資
格
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い

　

医
療
機
関
な
ど
で
資
格
証
を
提
示

す
る
と
、
窓
口
で
支
払
う
保
険
診
療

部
分
の
自
己
負
担
額
が
無
料
と
な
り

ま
す
。

●
県
外
の
医
療
機
関
の
受
診
等
で
資

●問い合わせ
　保険年金課℡ 23-3086

子育て世代を
応援します！

　平成28年度は子育てに
関する各制度の新設や拡
充を行いました。子育て
しやすい町ナンバーワン
を目指して安来で子育て
する人、未来を担う子ど
もたちを支援します。

格
証
を
提
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

支
払
い
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
自

己
負
担
額
を
一
度
支
払
っ
た
後
、
市

に
領
収
証
な
ど
を
合
わ
せ
て
申
請
す

る
と
自
己
負
担
額
を
返
還
し
ま
す
。

●
中
学
生
は
新
し
い
資
格
証
の
発
行

の
た
め
、
申
請
が
必
要
で
す
。（
小

学
生
は
今
回
改
め
て
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
制
度
開
始
後
数
カ
月
は
、
窓
口
支

払
い
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
も
、
市
に
申
請
す
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
を
返
還
し
ま

す
。

●
返
還
に
は
領
収
証
が
必
要
で
す
の

で
、
必
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。僕たちも安心です！

●問い合わせ
　子ども未来課℡ 23-3213
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所得の低い世帯の保育料を
軽減します ●問い合わせ

　子ども未来課℡ 23-3213
　

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

保育所・認定こども園にも
ＡＬＴを派遣します

　

幼
児
期
か
ら
外
国
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
英

語
に
親
し
み
、
基
礎
学
力

の
向
上
や
、
豊
か
な
国
際

感
覚
を
育
む
た
め
、
幼
稚

園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
に
定
期
的
に
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
を

派
遣
し
ま
す
。

認定こども園へ
移行しました

　

平
成
28
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
を
10
施
設

に
増
や
し
、
保
育
と
教
育
が
一
体
と
な
っ
た
質

の
高
い
幼
児
教
育
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
こ
と
で

親
の
就
労
状
況
が
変
化
し
て
も
継
続
利
用
が
で

き
る
う
え
、
子
ど
も
も
一
定
規
模
の
数
を
維
持

で
き
、
よ
り
よ
い
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
…
子
ど
も
未
来
課
℡
23-

３
２
１
４

●
問
い
合
わ
せ
…
学
校
総
務
課
℡
23-

３
２
５
６

　

放
課
後
、
家
庭
に
保
護
者
の
い
な
い
児
童

を
預
か
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
を
拡
充

し
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
児
童
の
自
主
性
、
社
会
性
お
よ
び
創
造

性
の
向
上
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
の
確
立
等
を
図
り
、
健
全
な

育
成
に
努
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
…
教
育
総
務
課

　
℡
23-

３
２
３
２

　
次
に
該
当
す
る
児
童
は
保
育
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す

①
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

に
入
所
し
て
い
る
一
定
の
所
得
に
満
た

な
い
世
帯
の
３
歳
未
満
の
第
１
子
・
第

２
子
の
保
育
料
と
３
歳
児
第
２
子
の
保

育
料
を
軽
減
し
ま
す
。

②
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
に
入
所
し
て
い
る
第
３
子
以
降

の
３
歳
未
満
児
及
び
３
歳
児
の
児
童
に

係
わ
る
保
育
料
を
軽
減
し
ま
す
。

 

※
該
当
の
人
に
は
７
月
に
お
知
ら
せ
す

　

 

る
予
定
で
す
。

③
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

に
入
所
し
て
い
る
第
３
子
以
降
の
４
・
５

歳
児
の
保
育
料
を
無
料
に
し
ま
す
。

放課後児童クラブを
充実させます

年　齢 ０歳児 １～２歳児 ３歳児 ４～５歳

第１子 1/3 ～ 1/4 軽減 1/3 ～ 1/4 軽減

第２子 1/3 ～ 1/4 軽減 1/3 ～ 1/4 軽減 1/3 ～ 1/4 軽減
※市単独（H28～）

第３子 1/3 ～ 1/4 軽減 1/3 ～ 1/4 軽減 1/3 ～ 1/4 軽減 無料　※市単独

⇒所得に応じて軽減割合が異なります
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不妊治療費助成を拡大します

特別支援教育を
充実させます

学校の費用を援助します
　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
ご
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
年

間
助
成
額
の
引
き
上
げ
に
加
え
、
特
定
不
妊
治
療
も
対
象
と
し
て
、

大
幅
に
拡
充
し
ま
す
。

■
一
般
不
妊
治
療･･･

排
卵
誘
発
剤
の
投
与
等
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
る
不
妊
治
療
・
人
工
授
精

助
成
額　
自
己
負
担
額
を
年
間
８
万
円
ま
で
助
成
。

■
特
定
不
妊
治
療･･･

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
（
卵
子
採
取
以
前
に

中
止
し
た
場
合
を
除
く
）

助
成
額　
島
根
県
の
助
成
事
業
に
上

乗
せ
し
て
、
初
回
申
請
に
10
万
円
、

２
回
目
以
降
は
５
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
…
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
０
９

■
就
学
援
助

　

経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
就
学
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校
で
必

要
な
経
費
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
国
基
本
額
を
基
準
に
、

学
校
給
食
費
の
全
額
を
助
成
対
象
と
す
る
な

ど
、
大
幅
に
拡
充
し
ま
す
。

援
助
の
対
象　
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
新
入
学
用
品
費
、
修
学

旅
行
費
、
学
校
給
食
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
の
一
部
な
ど

■
遠
距
離
通
学
を
補
助
し
ま
す

　

遠
距
離
通
学
の
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
に
係
わ
る
通
学
費
を
補
助

し
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
…
教
育
総
務
課
℡
23-

３
２
３
２

　

該
当
校
に
支
援
員
を
配
置
し
、
個
別

に
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
指
導

主
事
や
指
導
講
師
に
よ
る
相
談
体
制
を

整
え
、
研
修
会
等
を
通
し
教
職
員
へ
の

指
導
や
支
援
等
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

思春期の健康
を育みます

　

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
よ
り
よ
い

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
行
う
た
め
、

思
春
期
の
生
と
性
を
育
む
健
康
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
…
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

子育ての場を
提供します

■
子
育
て
短
期
支
援

　

疾
病
等
の
理
由
で
児
童
の
養

育
が
困
難
な
場
合
、児
童
養
護
施

設
を
短
期
間
利
用
で
き
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
相
談
、
親
子
交
流
の
場
を

提
供
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
…
子
ど
も
未
来
課
℡
23-

３
２
１
３

●
問
い
合
わ
せ
…
学
校
教
育
課
℡
23-

３
２
５
６

子どもの健康
を守ります

　

定
期
予
防
接
種
を
無
料
で
行
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
か
ら
任
意
予
防
接

種
〝
お
た
ふ
く
か
ぜ
〟
の
接
種
費
用

１
回
分
を
無
料
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
…
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

子育て世代を
応援します！
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　新築は最大160万円、増改築は最大100万円を補助

安来での住宅取得を支援します

　市民およびＵＩターン者を対象に、
住宅取得に関する支援を行います。
　加算方式の新たな住宅助成制度を
設置し、定住の促進を図ります。

定住支援

新
築
・
取
得

増
改
築
等

 ＋新婚者・ＵＩターン者（10万円）
 ＋三世代世帯の同居など
　（10万円） 
 ＋中学生以下の子どもが３人
 　以上いる多子世帯（10万円） 
 ＋地域材の使用（最大20万円） 
 ＋地元業者による施工
　（10万円）※新築のみ

＋

①空き家バンク登録住宅居住者　
　※改修も可　（最大30万円）
②三世代世帯の同居（最大50万円）
③中学生以下の子どもが３人以上
　いる多子世帯　（最大50万円）
　　　  ＋
　地域材の使用
　（最大50万円）
　※単体でも可

　増改築の経費の３分の１
を補助します

以下の条件を満たす人が対象です

対　象　ＵＩターン者・新婚者
助成額　上限１～２万円（最長3年）

　条件により、助成額が異なります。
●市内民間賃貸住宅
　上限１万円／月
●空き家バンク登録物件の賃貸

＝
　　　新築住宅取得に

　100万円

最
大
１
６
０
万
円

家賃の一部を助成します

加算条件

　上限１．５万円／月
●同一世帯に属する者
　が全員 40 歳未満
　上限２万円／月

　詳細はお問い合わせください。

■問い合わせ　定住企画課℡２３－３０５９

新婚者…婚姻から１年以内の人
ＵＩターン者…市外に２年以上居住して
いた人で住民基本台帳に記載された日か
ら１年以内の人。
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お子さんの健や

かな成長のため

予防接種を

受けましょう

赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
予
防

　

お
母
さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
免

疫
（
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
）

は
、
百
日
せ
き
で
は
生
後
３

カ
月
ま
で
に
、
麻
し
ん
（
は

し
か
）
で
は
生
後
12
カ
月
ま

で
に
ほ
と
ん
ど
自
然
に
失
わ

れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
自
身
が
免
疫
を
作
っ

て
病
気
を
予
防
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
助
け
と
な
る
の

が
「
予
防
接
種
」
で
す
。

■問い合わせ　
    子ども未来課℡２３- ３２２２

　

安
来
市
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
次
の
予
防
接
種
を
無
料
（
全
額
公

費
負
担
）
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

病
気
の
流
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
発
育
と
と
も
に

外
出
の
機
会
が
多
く
な
り
、

感
染
症
に
か
か
る
可
能
性
も

高
く
な
り
ま
す
。
予
防
接
種

は
、
お
子
さ
ん
を
病
気
か
ら

守
る
た
め
の
個
人
予
防
だ
け

で
な
く
、
他
の
お
子
さ
ん
に

う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
病
気
の
流
行
を
防
ぐ

こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
予
防
接
種
を
正
し
く
理

解
し
、
お
子
さ
ん
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

あ
ら
か
じ
め
予
診
票
を
配
付
す
る
定
期
予
防
接
種

予
防
接
種
の
種
類

対
象
年
齢

回
数

接
種
場
所

Ｂ
Ｃ
Ｇ

 

生
後
１
歳
未
満

１
回

安
来
市　

健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー

ヒ
ブ
感
染
症

 

生
後
２
カ
月
～
５
歳
未
満

４
回
※

委
託
医
療
機
関

小
児
の
肺
炎
球
菌

四
種
混
合

 

生
後
３
カ
月
～
７
歳
６
カ
月
未
満

４
回

麻
し
ん
風
し
ん
混
合 

１
期　

生
後
１
歳
～
２
歳
未
満

１
回

水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
） 

生
後
１
歳
～
３
歳
未
満

２
回

日
本
脳
炎

 
１
期　

生
後
６
カ
月
～
７
歳
６
カ  

 
月
未
満

３
回

※
接
種
開
始
年
齢
に
よ
っ
て
違
い
ま
す

　

次
の
予
防
接
種
の
予
診
票
は
、
出
生
時
ま
た
は
転
入
時
に
発
行
す
る
「
予
防
接

種
手
帳
」
に
添
付
し
て
事
前
に
お
渡
し
し
ま
す
。
手
帳
を
確
認
し
、
対
象
年
齢
に

な
れ
ば
医
療
機
関
な
ど
で
予
約
し
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
各
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

　

委
託
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
各
種
予
診
票
は
医
療
機
関
に
も
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

接
種
歴
は
、
お
子
さ
ん
の
母
子
健
康
手
帳
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種

自
治
体
が
積
極
的
に
お
勧
め
す
る
予
防
接
種
で
す
。

広報やすぎ　2016年５月16



予
診
票
を
個
別
に
送
付
す
る
予
防
接
種

　

対
象
年
齢
に
近
づ
い
た
ら
市
か
ら
対
象
者
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

●  

日
本
脳
炎
予
防
接
種

対
象
年
齢　

１
期
…
生
後
６
カ
月
～
７
歳
６
カ
月
未
満
（
予
診
票
は
予
防
接

　
　
　
　
　
　
　
　

種
手
帳
に
付
記)

　
　
　
　
　

２
期
…
９
歳
以
上
13
歳
未
満
（
※
平
成
28
年
度
中
に
９
歳
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　

る
人
に
は
、
第
２
期
の
接
種
の
お
知
ら
せ
と
し
て
個
別

　
　
　
　
　
　
　
　

通
知
（
予
診
票
入
り
）
を
お
送
り
し
ま
す
）

接
種
回
数　

４
回
（
１
期
…
３
回
、
２
期
…
１
回
）

任
意
予
防
接
種

　

●  

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

　

１
回
の
接
種
で
95
％
以
上
は
、
免
疫
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
免
疫
が
つ

き
損
ね
た
場
合
の
用
心
と
、
年
数
が
た
っ
て
免
疫
が
下
が
っ
て
く
る
こ
と
を
防
ぐ

目
的
で
、
２
回
の
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
季
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
他
の
感
染
症
に
か
か
り
、
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
予
防
接
種
が
で
き
ず
に
、
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
い
免
疫
の
獲
得
の
た
め
に
も
４
月
～
６
月
の
間
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
年
齢　

第
１
期
…
１
歳
～
２
歳
未
満
（
予
診
票
は
予
防
接
種
手
帳
に
付
記)

　
　
　
　
　

第
２
期
…
５
歳
～
６
歳
未
満
（
時
期
に
な
る
と
予
診
票
を
お
送
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す)

接
種
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

※
麻
し
ん
、
風
し
ん
両
方
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
接
種
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ど
ち
ら
か
一
方
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

   
●  
二
種
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
予
防
接
種

対
象
年
齢　

11
歳
以
上
13
歳
未
満

接
種
回
数　

１
回

現在の
接種状況

１期 ２期
初回接種 追加接種

１回目 ２回目 ３回目 ４回目

全 く 受 け
ていない

６～２８日間隔
で２回接種

初回接種後、
概ね１年後
に接種

９歳以降に
１期追加接
種後６日以
上の間隔で
接種（概ね
５年間隔）

初 回 接 種
（１回）

接種済 ６日以上の間隔で２
回接種

初 回 接 種
（２回）

接種済 接種済 ６日以上の
間隔で接種

■
特
例
に
よ
る
接
種

　

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年

度
ま
で
国
の
積
極
的
勧
奨
の
差

し
控
え
に
よ
り
、
接
種
機
会
が

な
か
っ
た
人
は
、
特
例
と
し
て

20
歳
未
満
の
間
に
無
料
で
接
種

で
き
ま
す
。

対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日

～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

接
種
回
数　

母
子
健
康
手
帳
で

接
種
歴
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

残
り
の
必
要
回
数
を
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

疾
病
予
防
の
た
め
に
、接
種
す
る
か
ど
う
か
を
個
人（
保

護
者
）
の
希
望
で
受
け
る
予
防
接
種
で
す
。

● 

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種

　

平
成
28
年
度
か
ら
市
の
単
独
助
成
に
よ
り
、
接
種
費
用
を
１
回
分
全
額
助
成

し
ま
す
。

対
象
年
齢　

生
後
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

助
成
回
数　

１
回

接
種
場
所　

委
託
医
療
機
関

※
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
委
託
医
療
機
関
に
予
診
票

を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
平
成
28
年
度
安
来
市
新
規
事
業
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　　平成２８年度 実施予定  

安来市国民健康保険に加入している人      

●特定健康診査
　対象…昭和 16 年 10 月１日～昭和 52 年３月 31
　　　　日に生まれた人。
　期間…７月～ 10 月

●特定保健指導
　対象…特定健康診査でメタボリックシンドロー
　　　ムの該当者または、予備群と診断された人。
　期間…７月～（医療機関などでの個別・集団指導）

●ミニドック（定員 300 人）…①
　特定健康診査と各種がん検診がセット。
　対象…昭和 16 年 10 月１日～昭和 52 年３月 31
　　　　日に生まれた人。
　　　※平成 26・27 年度中に受診した人を除く。
　期間…７月～平成 29 年１月
　申込受付…７月１日㈮から受付開始。（先着順）

※持ち物…印鑑、安来市国民健康保険
被保険者証、６月下旬にお送りする特
定健康診査受診券

●脳健診（定員 200 人）…②　
　対象…昭和 16 年４月１日～昭和 52 年３月 31　
　　　　日に生まれた人。
　　　　※平成 27 年度中に受診した人を除く。
　期間…６月～平成 29 年１月
　申込受付…６月 1 日㈬から受付開始。（先着順）
①②申込先…いきいき健康課（安来市健康福祉セ

ンター）、保険年金課③窓口（安来庁舎）、
伯太地域センター（伯太庁舎）

●問い合わせ　いきいき健康課℡２３- ３２２０

受診方法や料金などの詳細は、広報紙６月号（５
月 20 日発行）の折り込みにてご確認ください。

 健診・検診のお知らせ

安来市民で職場などで検診機会のない人
●集団がん検診

（胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん・子宮頸がん）
　各地区に検診車が巡回します。
　対象…40 歳以上（子宮頸がんは 20 歳以上）
　　　※乳がん…昨年度に受診した人を除く。

※子宮頸がん…平成 26・27 年度に受診し
た人は、その検診結果により、受診間隔
が異なります。

　期間…６月～平成 29 年１月
●大腸がん個別検診（便潜血検査）
　対象…40 歳以上
　　　※無料クーポン券はありません。
●子宮がん個別検診（子宮頸

けい

がん、HPV 検査、子宮体がん）
　対象…20 歳以上
　　　※平成 26・27 度に受診した人は、その　
　　　　検診結果により受診間隔が異なります。
　期間…６月～平成 29 年２月
●乳がん個別検診（視触診、マンモグラフィ検査）
　対象…40 歳以上（昨年度に受診した人を除く）
　期間…６月～平成 29 年２月
●肝炎ウイルス検診（Ｂ･Ｃ型肝炎ウイルス血液検査）
　対象…40 歳以上の人で、ＢまたはＣ型肝炎ウイ

ルス検診を受けたことがない人。
　期間…７月～平成 29 年１月

　後期高齢者医療制度に加入している人

●後期高齢者健康診査
　対象…昭和 16 年９月 30 日以前に生まれた人、障がい認定で加入された 65 歳以上の人。
　　　※病院・施設等に入院・入所している人、生活習慣病で受診している人を除く。
　期間…９月～ 11 月
●後期高齢者歯科口腔健康診査
　対象…76 歳～ 83 歳（今年度から対象年齢が拡大されました）
　期間…秋頃を予定

生活習慣病やがんの早期発見・早期治療のため、定期的に受けましょう

※いずれの健診・検診も病院・施設等に入院・入所していない人が対象です。

広報やすぎ　2016年５月18



康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、
市
民
課
④
窓

口
（
安
来
庁
舎
）、
伯
太
地
域
セ
ン

タ
ー
（
伯
太
庁
舎
）
に
、
本
人
確
認

の
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、
運

転
免
許
証
等
）
と
印
鑑
を
持
っ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
が
で
き
る
医
療
機
関
　

日
立
記
念
病
院
、
安
来
第
一
病
院
、

家
族・絆
の
吉
岡
医
院
、
渡
部
医
院
、

野
坂
医
院
、吉
田
医
院
、森
脇
医
院
、

麦
谷
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
金
藤
内
科

小
児
科
医
院
、白
根
整
形
外
科
医
院
、

杉
原
医
院
・
杉
原
医
院
大
塚
分
院
、

杉
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
朝
山
医
院
、
河

村
医
院
、
安
来
市
立
病
院
、
安
来
市

医
師
会
病
院
、
村
上
医
院
・
村
上
医

院
安
田
出
張
所
、
常
松
医
院
井
尻
分

院
・
赤
屋
分
院
、
加
藤
医
院
、
千
原

医
院

■
問
い
合
わ
せ

　

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23
―

３
２
２
０

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第
３
位
で
あ
り
、
死
亡
者
の

95
％
以
上
が
、
65
歳
以
上
の
人
で
す
。
ぜ
ひ
、
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

５
月
17
日
は

「高
血
圧
の
日
」

　
　
　

ご
存
じ
で
す
か
？　

自
分
の
血
圧
値

　

多
く
の
方
が
悩
ん
で
い
る
「
高
血
圧
症
」。
血
圧
の
高
い
状
態

を
放
っ
て
お
く
と
、
血
管
が
硬
く
な
っ
た
り
、
傷
つ
い
た
り
し
て

破
れ
や
す
く
な
り
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
生

命
に
関
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

高
血
圧
の
基
準
値
は
、
家
庭
で
測
る
場
合
は

「
最
高
血
圧
１
３
５
㎜
Hg 

以
上
ま
た
は
、
最
低

血
圧
85
㎜
Hg 

以
上
」、
医
療
機
関
で
測
る
場
合

は
「
最
高
血
圧
１
４
０
㎜
Hg 

以
上
、
ま
た
は
最

低
血
圧
90
㎜
Hg 

以
上
」
で
す
。
血
圧
を
上
げ
る

要
因
と
し
て
、
塩
分
の
と
り
過
ぎ
、
肥
満
、
運

動
不
足
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
血
圧
に
関
心
を
持
ち
、
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う
！

　

高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、「
自
覚
症
状
が
な
い
し
…
」、「
少
し

高
い
く
ら
い
は
大
丈
夫
」
と
甘
く
考
え
て
受
診
せ
ず
、
大
変
な
事
態
に
陥
っ
て
か

ら
悔
や
む
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
年
１
回
は
各
健
診
で
血
圧
を
測

定
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
毎
日
家
庭
で
血
圧
を
測
定
し
、
あ
な
た
の
本
当
の
血

圧
を
知
り
ま
し
ょ
う
。
医
療
機
関
と
家
庭
で
の
測
定
に
差
が
あ
る
場
合
は
家
庭
で

測
定
し
た
値
を
優
先
し
て
判
断
し
ま
す
。

＜血圧の正しい測り方＞
○朝と晩に測定
　朝：起床から 1時間以内
　　　に朝食前、服薬前に
　夜：就寝直前に
○トイレをすませ、椅子に
　座ってから１～２分待つ
○原則２回測定し、その平
　均を記録
○上腕部で測る血圧計を選

ぶ

■問い合わせ
　いきいき健康課℡ 23-3220

高齢者肺炎球菌感染症の
予防接種を受けましょう

対
象
年
齢
…
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

②
接
種
当
日
60
歳
～
64
歳
の
人
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
人

接
種
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
29
年

３
月
31
日
（
休
診
日
を
除
く
）

接
種
回
数　
１
回　
　

接
種
方
法　
希
望
さ
れ
る
人
は
、
各

医
療
機
関
に
予
約
し
て
接
種
。

持
ち
物　
予
診
票(

個
人
通
知
に
同

封)
、
健
康
保
険
証

自
己
負
担
額　
３
０
０
０
円
（
医
療

機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
い
）

※
生
活
保
護
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

（
世
帯
全
員
）
の
人
は
、
事
前
の
申

請
に
よ
り
負
担
金
を
免
除
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
接
種
対
象

者①
平
成
28
年
４
月
１
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日

に
次
の
年
齢
と
な
る
人

（
対
象
者
に
は
個
人
通

知
を
し
て
い
ま
す
）

申
請
方
法

い
き
い
き
健
康

課
（
安
来
市
健

保健師だより

広報やすぎ　2016年５月

測定値は
記録して
おきましょう

椅子にゆったり座って
ひじは心臓の高さに
原則右腕で２回測定

高血圧

正常高値

至適血圧

80 85

135

120

mmHg

mmHg

拡張期（最小）血圧

収
縮
期
（
最
大
）
血
圧

140

90

＜高血圧の基準値＞

家庭で測る場
合はこれより
高いと高血圧
と判断
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　マイナンバーカードの交付は、現在市役所開庁時の月曜日から金曜日まで行っていますが、仕
事等で平日に来られない人を対象に次のとおり休日交付を実施します。

　▶「交付通知書」 が届いている人が対象です

＜受け取りに必要なもの＞
・市民課から届いた交付通知書（はがき）
・通知カード
・住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）
・本人確認書類
▶１点で確認するもの ･･･ 免許証・パスポート・
在留カードなど主に顔写真つきの書類
▶２点必要なもの ･･･ 保険証・介護保険証・各
種医療受給者証・学生証・年金手帳・通帳など　

＜来庁前に確認ください＞
● 15 歳未満の人は、法定代理人が同行してください。法定代理人も本人確認書類が必要です。
●原則本人のみ交付が可能です。ただし、本人が病気（入院）や身体に障がいがある人に限り代
理人への交付も可能です。本人の顔写真つきの本人確認書類及び入院や施設等に入所しているこ
とがわかる書類などが必要です。詳しくは市民課までお問い合わせください。

マイナンバーカード申請方法
　マイナンバーカードは、身分証明書として利用できるほか、自治体サービス、
e-Tax 等の電子証明書を利用した電子申請などのサービスに利用でき、９月か
らは全国のコンビニで住民票などの証明書の取得ができるようになります。
  郵便での申請

休日窓口　　４月 29 日㈮㈷・30 日㈯　9 時 ～ 16 時

場所　市民課 （安来庁舎）

＜対象＞マイナンバーカードの申請を行った人
のうち、市民課から「交付通知書」（はがき）
が届いており、平日の受け取りができない人。
　※申請をしていても「交付通知書」が届い
　ていない人は、マイナンバーカードの発行
　準備中 のため交付はできません。（準備が
　でき次第はがきでお知らせします。）
　※「交付通知書」に記載された受取り期限
　を過ぎた人も対象です。

オンラインでの申請
①「通知カード」の送付時に同封されている「個
人番号カードの交付申請書」にご本人の顔写真
を貼り、返信用封筒に入れて郵便ポストへ投函。
②市役所からはがきで届く「交付通知書」をもっ
て、市役所（市民課）の窓口で受け取り。

①スマートフォン等で顔写真を撮影し、申請用
ウェブサイトで申請。（「通知カード」の送付時
に同封されている「個人番号カードの交付申請
書」にＱＲコードの記載があります。）
②市役所からはがきで届く「交付
通知書」をもって、市役所（市民課）
の窓口で受け取り。

マイナンバーカードの申請は任意です

広報やすぎ　2016年５月

マイナンバーカード（個人番号カード）の
休日交付窓口を開設します

■問い合わせ
　▽休日交付・マイナンバーカードの交付について…市民課℡２３- ３０８０
　▽マイナンバー制度全般について…定住企画課℡２３- ３０６０
　▽マイナンバー制度のコールセンター℡０１２０- ９５- ０１７８( 通話料無料 )
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■問い合わせ　行財政改革推進室℡２３- ３０２３

公共施設等とは？
　公共建築物のほか、イン
フラ施設を含めた施設全般
をいいます。具体的には、
学校、交流センター、消防、
衛生施設のほか、道路・橋
りょう等の土木構造物、特
別会計の施設

（ 上 水 道、 病
院等）等も含
めます。 

　一般的に築後 30 年を経過した公共施設は大規模改修が必要とされ、今後改修が必要な施設
が増えていきます。改修に多額の予算が必要となれば、今後の市の財政運営に大きな影響を及
ぼします。公共施設等が将来、市の負担にならないための取り組みを検討する必要があります。

　計画の策定にあたり、今月号から安来市の公共施設等の状況をシリーズでお知ら
せします。
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単位：㎡  公共施設の建築経過年数  
全体の約40％が築後30年を経過

公共施設総床面積

290,330㎡

 

古 新

  将来の公共施設等について検討します

　安来市はこれまで住民サービス向上や住民ニーズに応えるた
め、学校や福祉施設等の公共施設や道路・水道等のインフラ施
設（以下「公共施設等」という。）の整備を進めてまいりました。
　近年、公共施設等の老朽化問題への対策が全国的な課題と
なっており、国から地方公共団体に対し、所有する公共施設等
の状況を把握し、施設や環境の将来見通しを分析した上で、管
理に関する基本的な方針を定めるよう要請がありました。
　安来市としても将来の公共施設等の最適化を図るため、平成
28 年度中の「公共施設等総合管理計画」策定に向け、作業を行っ
ています。

　　今後、多くの施設で改修や更新が必要になります

　合併により旧 1 市 2 町が保有していた公共施設等を新市に引き継いだこともあり、同種・
同機能の施設を数多く保有している状況です。これらの施設は今後大規模な改修や更新を必要
とし、多額の施設更新費用や改修費が必要となります。一方、人口減少や少子高齢化の進行に
よる利用者の減少、住民サービスや住民ニーズの変化など、公共施設等を取り巻く環境は大き
く変わりつつあります。

　シリーズ  考えよう！公共施設等の未来①

「公共施設等総合管理計画」を策定します
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　安来市体育協会
宮本　功二 さん

　安来市体育協会　足立　里江 さん

　安来市体育協会　
大櫃　静雄 さん

　安来市体育協会　
原　映子 さん

　安来市体育協会からは５名が
参加しました。それぞれが完走
し、大会の意義を果たせたと思い
ます。密陽市内の河川敷約５㎞の
ウォーキングロード内に簡単な健

　姉妹都市である韓国・密陽市から招待を受け、2月28日（日）
に開催された第13回大会に安来から７名のランナーが参加しま
した。参加したランナーは、発着点となった密陽公設運動場から、
8965人の参加者とともに密陽市内を疾走しました。また、密陽
市では手厚い歓迎を受け、市民らと交流なども行いました。

　練習をほとんどしていない状態
で不安でしたが、会場の雰囲気に
影響されたせいか、トラック１周
のアップで体が軽く感じられる不
思議な感覚でスタートしました。

康器具が設置してあり、
今後、安来市でも参考に
できると思いました。
　しかし、なかうみマラ
ソン大会の参考となる見
学や視察の時間が足りな
かったことが、とても残
念です。

　会場の広さや設
備の良さにビック
リしました。出発
時には煙火と風船
が空高く昇り、大

　私は10㎞コー
スに参加しました
が、７㎞付近の給
水場に、マッコリ
のお酒が置いてあ

　韓国について
知っているつもり
でも、実際に密陽
市を訪問してみる
と『日本では当た
り前のことが韓国会を盛り上げていました。沿道で

は、民族衣装をまとったボラン
ティアによる打楽器演奏や一般市
民の熱烈な声援のおかげで、完走
することができました。
　この体験を今後のスポーツ推進
委員会や地区などを通じて、安来
市の発展につながるようがんばり
ます。

　10㎞を１時間で走るバルー
ン隊（ペースメーカー）に追い
越されてからは、見失わないよ
うに頑張って走りました。おか
げで 57分 52秒でゴールする
ことができました。バルーン隊
をなかうみマラソンにぜひ取り
入れて欲しいです。

り、韓国ならではの文化に驚きま
した。また、着ていた日本語の服
のせいか『日本の方ですか？』と
声をかけられ、密陽市の方の気さ
くさを感じました。
　今後は、韓国での経験と交流を
生かし、スポーツ推進委員や島根
県山岳連盟の競技委員として、お
互いのスポーツの幅を広げられる
環境づくりを目指したいです。

では違うこと』に気付かされまし
た。私は、ビーチボールバレーと
いう生涯スポーツを紹介したかっ
たのですが、相手に伝えたいこと
が言葉にできませんでした。
　機会があればぜひ、再チャレン
ジしたいです。今後、マラソン競
技だけでなく、様々なスポーツで
の交流が広がって
欲しいです。

密
ミ リ ア ン

陽アリランマラソン大会
■問い合わせ…市民参画課　℡２３―３０６７

市民が参加　交流深める

　安来市体育協会　岡屋　榮六 さん
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▲河川敷の健康器具
▲バルーン隊
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－密陽市－

　韓国の南東部、

釜 山 広 域 市 の 北

部に位置する人口

１０万9千人の田園

都市です。
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 安来市加納美術館

からのお知らせ
 所在地　広瀬町布部 345-27
 開館時間 ９時～16時30分（入館16時まで）
 休館日　毎週火曜日（祝日は翌日休館）
 入館料　一般…１０００円
 　　　　学生（高校生以上）…５００円
 　　　　中学生以下・障がい者…無料

   ℡ 0854-36-0880　FAX 0854-36-0881

▶
加
納
莞
蕾
「
か
く
れ
ん
ぼ
と
魚
」

12代坂倉新兵衛
「萩焼茶碗」

粉砕機は、伐採した竹をチップ
状に粉砕することができます。

加藤唐九郎
「絵志野茶碗 山景」

＜竹粉砕機＞



　整備が進む月山富田城跡の三の丸の石垣が、期間
限定でライトアップされました。これまで、広瀬町
側の石垣は樹木に覆われ、麓からは確認することが
できませんでした。昨年12月からの整備工事によ
り、その姿が出現。今回、桜まつりの期間に併せて
整備工事の施工業者の好意によりライトアップされ
ることになりました。
　夜桜の上に浮かぶ山頂の石垣。昼間以上に山頂部
が高く感じられ、難攻不落の山城であったことを感
じることができました。戦国時代にはかがり火で、
同じように夜空に浮かび上がっていたのかもしれま
せん。

▲三日月公園にある尼子経久公像越しの三の丸

たうん

とぴっくす
身近な町の話題や
　　　　　出来事を紹介します

夜空に浮かび上がる三の丸

満開の中でのチューリップ祭

▲会場では来場者が思い思いの場所でシャッターを切って
いました。

　県内一のチューリップ畑が広がる母里地区で、
４月10日、28回目の「はくたチューリップ祭」
が開催されました。今年の祭りは、チューリップ
の花がちょうど見頃。会場となった伯太庁舎周辺
には、多くの家族連れや写真愛好家の皆さんが訪
れていました。
　また、チューリップ畑では、人前式による３組
のチューリップウェディングも開催。式を挙げた
カップルは、色鮮やかなチューリップに囲まれ
て、来場者の皆さんから大きな祝福を受けていま
した。
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秘書課　℡ 23-3010

あんなこと、こんなこと
　地域の話題をお届けします。
皆さまからの情報も、
　　　　お待ちしています。

町並み彩る“ひな飾り”
　安来の春の風物詩「やすぎのひなめぐり」が４月１
日～３日の３日間、広瀬、母里、布部地区で開催され
ました。
　三地区では、民家の玄関や縁側、店先などにそのご
家庭に縁のあるひな人形が飾られ、町並みを華やかに
彩りました。ひなは大正時代に作られた古いものや、
親子三代のもの、平面の人形型に彩色し衣装を張りつ
けたものなど多種多様。訪れた人は町並みを巡り、ひ

▲
ひ
な
を
鑑
賞
す
る
来
場

者
。

▶
布
部
地
区
で
行
わ
れ
た

こ
ど
も
み
こ
し
。

なのあでやかな着物や異なる表情を
楽しみました。
　広瀬でひなを鑑賞した清水暢子さ
ん（米子市）は「毎年、気に入った
ひなに会うのが楽しみ。今年も会え
てよかった」とうれしそうに話して
いました。

山佐地区の取り組み県表彰
　地域住民による自主的な地域づくり活動を積極的に
行っている団体・個人を島根県が表彰する「郷づくり
活動表彰」に山佐地区が選ばれました。
　山間部に位置する山佐地区は、将来も地域を維持し
ていくため、平成23年から上山佐地区中山間地域コ
ミュニティ再生会議を立ち上げ、地区住民が一体と
なった取り組みを進めています。県や市から財政支援
を受けずに事業を展開し、住民をモデルにしたカレン
ダー、地区の名所巡り、地域ビジョン策定、地域をＰＲ
するイベントなど多彩な活動を展開し、住民同士の絆
を強め、地域の未来に向けてまい進しています。
　同会議の加藤会長は、「何のためにするのかという
ことを心掛けて活動してきた。今後も継続していきたい」
と決意を語りました。

▲３月28日、加藤英俊会長（左）が近藤市長を
　訪れ、受賞を報告しました。
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県内屈指の能義第二ほ場完成
　島根県が平成20年度から進めていた能義第二地区農地
整備事業が完了し３月24日、農事組合法人のきの郷で竣
工式などが行われました。
　このほ場整備は、安来平野のほぼ中央部に位置する赤
崎町、飯生町、利弘町地内にまたがる168㌶の大区画地。
平成16年に地元関係者が能義第二地区基盤整備推進協議
会（仲井邦義会長）を立ち上げ、整備への検討を開始。平
成25年度には農事組合法人を設立し、安定し多角的に農
業経営を行う営農基盤を推進しています。
　また、地下水を自動制御する新たな地下かんがい方式
（フォアスシステム）を県内で初採用。生産コストを大幅
に削減する効果があるなど、水田農業のモデル地区となっ
ています。

▲のきの郷に建てられた記念碑の除幕をする溝
口知事と近藤市長ら。

▲平成 27年度の８０２０達成者の皆さん。
　記念撮影の後の歯科衛生士による講演では、自分の歯でな
くても、義歯などで歯を保持し、よく噛むことができるよ
うにすることが大切との話がありました。

　安来市では、80歳で自分の歯を20本以上
保持している市民を「８０２０（ハチマルニ
イマル）達成者」として毎年表彰しています。
　平成27年度の表彰式を３月23日に安来中
央交流センターで開催し、28人の出席者に、
表彰状と記念品を贈りました。日野仁司さん
（宮内町）は、「定期的に歯科医院で歯石を取っ
てもらっている。家でも歯周病にならないよ
うにうがい薬でうがいするなど気を付けてい
る」と話しました。

８０２０達成　市内で７４人

　日本郵便株式会社が年賀状作成を通じて「手紙の良さ」
に改めて気付いてもらうことを目的に行っている全日本年
賀状大賞コンクールで、安来市の３人が入賞しました。
　13回目となる今回のコンクールは、版画・絵手紙・こ
とば部門があり、全国から応募があった約12万３千点か
らの入賞となりました。３月22日に安来郵便局で⻆森玲
子さん（宮内町）の表彰式があり、藤江弘徳局長が賞状を
手渡しました。⻆森さんは第３回コンクールから毎年応募
しており、４回目の入賞。「手書きの手紙は自分の世界観
が広がり、自分発見につながる。子どもたちに手書きの手
紙の良さを知ってもらい、手紙を書く機会が増えればうれ
しい」と話しました。

全国年賀状コンクールで入賞

▲表彰式の様子。⻆森玲子さん（前列右）と藤
江局長（同左）。
　※安来市の入賞者　版画部門・吉原叶さん（比
田小）、古澤光芽さん（比田小）
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book図書館からのお知らせ

■問い合わせ
安来市立図書館…℡ 22-2574
ひろせ図書室……℡ 32-4455
はくた図書室……℡ 37-0050

その他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

　近くの図書館（室）に借りたい
本がない場合、他の図書館（室）
から取り寄せができます。

をすかしたきつねがいたのです。その後ろには
おおかみが、そのまた後ろには ･･･。オスカー
といっしょにハラハラするおはなしです。

「山本二三背景画集」

著　者　山本二三
出版者　廣済堂出版

　「時をかける少女」「天空
の城ラピュタ」「もののけ
姫」など、多くの名作アニ
メの背景を描いた作品集で
す。恐ろしいほど精緻で、

著　者　藤岡陽子
出版社　ポプラ社

「おしょりん」

　明治時代、福
井県の眼鏡産業
の基礎を築いた
兄弟の物語。農
閑期は出稼ぎす
るしかない雪深
い村に新たな産業を根づかせる
ため、何もないところから立ち
上がった二人。モノづくりにか
ける職人の心意気、打ち込む姿
勢、そして二人がそれぞれに秘
めた想いに心打たれます。

出版社　総合図書

「千年の古寺」

　仏教伝来から
ほぼ1500年、激
しい時代の潮流
に翻弄されなが
ら、千年を越え
て存続してきた
古寺が紹介されています。ま
た、全国の71寺の国宝・重文
指定の建築物や仏像も多数掲載
され、島根県からは「鰐淵寺」、
鳥取県からは「三佛寺」が紹介
されています。

「かわうそオスカーのすべりだい」

作　ナサニエル・ベンチリー
絵　アーノルド・ローベル
出版社　好学社

　ある日、かわうそのオス
カーは夢中ですべりだいを
作っていました。ところが
オスカーの後ろにはおなか

日本のアニメが世界に羽ばたいた理由が納得で
きます。なかでも、「空」と「雲」には、特別
な存在感を感じます。

著　者　寒川恒夫
出版社　ＰＨＰ研究所

　今年はオリン
ピックが行われ
る年ですね。日
本で生まれた競
技は何があるか
知っています
か？柔道、相撲など世界に広く
親しまれているものから、流鏑
馬、福男選びまで、詳しくまと
められています。歴史的背景ま
で書かれていて、児童の調べ学
習に役立つ本です。

「日本の伝統競技」

巡
回
図
書
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

図
書
館
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
本
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る

対
象　

市
内
施
設
（
介
護
施
設
・

　
　
　

病
院
・
交
流
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　

企
業
団
体
な
ど
）

貸
出
冊
数　

図
書･･･

30
冊
～
、

　
　
　

紙
芝
居･･･

５
冊
～

貸
出
期
間　

一
年
以
内（
年
度
更
新
）

貸
出
方
法　

１
～
３
カ
月
ご
と
に

図
書
館
職
員
が
各
施
設
を

巡
回
し
、
図
書
の
入
れ
替

え
を
行
い
ま
す
。

 

◆
問
い
合
わ
せ　

　

安
来
市
立
図
書
館

　

℡
22-

２
５
７
４

巡回貸出とは ･･･
　

図
書
館
を
利
用
し
に
く
い

地
域
の
人
の
た
め
に
、
職
員

が
定
期
的
に
巡
回
し
て
、
市

内
施
設
に
図
書
を
配
本
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

よ
う
、
巡
回

図
書
の
貸
し

出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

たそがれどきに見つけたもの
朝倉かすみ

誰にも探せない　　　　大崎梢
鳥打ちの夜更けには　　金子薫
軽薄　　　　　　　金原ひとみ
バラカ　　　　　　　桐野夏生
九十九藤　　　　　　西條奈加
まく子　　　　　　　西加奈子

新任巡査　　　　　古野まほろ
ミッドナイト・ジャーナル

　本城雅人
うちのご近所さん　　群ようこ
風待心中　　　　　山口恵以子
闘う力～再発がんに克つ～
　　　　　　　　　なかにし礼
透析～新たな人生のスタート～
　　　　　　　　　　　　星慧

その他　新刊図書
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廃
棄
物
集
積
場
設
置
整
備
費
の

補
助

　
　

環
境
政
策
課

　
　

℡
23-

３
１
０
０

　
分
別
収
集
に
よ
る
再
資
源
化

の
促
進
と
円
滑
な
ご
み
収
集
を

推
進
す
る
た
め
、
自
治
会
が
設

置
す
る
集
積
場
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　
集
積
場
の
設
置
、建
て
替
え
、

修
理
な
ど
を
検
討
さ
れ
る
自
治

会
は
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

補
助
対
象　
市
内
の
自
治
会

補
助
金
額　
設
置
費
用
の
２
分

の
１

補
助
上
限
額　
上
限
は
補
助
対

象
の
集
積
場
を
使
用
す
る
世
帯

数
で
異
な
り
ま
す
。

▽
５
～
９
世
帯
…
上
限
５
万
円

▽
10
～
14
世
帯
…
上
限
10
万
円

▽
15
世
帯
以
上
…
上
限
15
万
円

そ
の
他　
補
助
を
検
討
す
る
自

治
会
は
、
購
入
前
に
環
境
政
策

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
設
置
費
の

補
助

　
　

環
境
政
策
課

　
　

℡
23-

３
１
０
０

　

ご
み
の
減
量
化
を
目
的
に
、

市
内
で
購
入
し
た
生
ご
み
処
理

器
等
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
額　
▽
電
源
を
必
要
と
す

る
も
の
…
購
入
金
額
の
３
分
の

１
（
上
限
２
万
５
千
円
）

▽
電
源
を
必
要
と
し
な
い
も
の

…
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上

限
５
千
円
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
ご
み
を

回
収
し
ま
す

　
　

環
境
政
策
課

　
　

℡
23-

３
１
０
０

　
団
体
で
実
施
す
る
清
掃
活
動

で
集
め
ら
れ
た
ご
み
を
市
で
回

収
し
ま
す
。
実
施
前
に
計
画
書

の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行　

政

■広瀬地域
期　日 時　間 場　所

５月10日
㈫

９時20分～９時30分 柿根公会堂
９時40分～９時50分 菅原
10時05分～10時20分 宇波
10時35分～10時45分 下布部消防車庫前
10時55分～11時15分 布部
11時40分～11時50分 西谷生活改善センター
13時15分～13時30分 町公会堂
13時45分～14時00分 比田
14時15分～14時25分 梶公会堂
14時35分～14時45分 滝谷自治会館
14時55分～15時10分 永田公会堂
15時25分～15時35分 福留集会所

５月12日
㈭

13時40分～ 13時55分 下山佐
14時10分～ 14時15分 大谷紙屋谷公会堂
14時30分～14時35分 常願寺公会堂
14時50分～15時10分 山佐
15時30分～15時40分 新田集会所
15時55分～16時05分 奥田原

５月22日㈰ ９時30分～10時30分 広瀬　駐車場

■伯太地域
期　日 時　間 場　所

５月17日
㈫

９時30分～９時50分    安田関公会堂
10時00分～10時25分 安田老人福祉センター
10時40分～11時00分 元ＪＡ井尻支所
11時10分～11時20分 横屋公民館
11時30分～11時40分 峠之内コミュニティーセンター
13時20分～13時30分 福冨集会所

13時45分～13時50分 久根公民館
14時05分～14時15分 矢原公民館
14時30分～14時40分 下小竹中央公民館
14時55分～15時05分 赤屋
15時15分～15時25分 下十年畑ふれあい館
15時35分～15時45分 常磐公民館
15時55分～16時00分 草野公民館

5月22日㈰ 11時00分～12時00分 伯太　駐車場

狂犬病予防の集合注射とイヌの登録
　以下の日程表からご都合の良い場所に、 市から郵送するハガキをお持ちの上、

イヌを制御できる人がお連れください。 未登録のイヌは、会場で登録ができます。

料金（一匹）予防注射…3,000 円（ワクチン代 2,450
円、注射済票交付手数料 550 円）、登録 ･･･3,000 円
※市内動物病院でも注射できます。

※安来地域の日程は、 ホームページ

　または広報紙４月号をご覧ください。　　　　環境政策課　℡２３-３０９８問

交
交

交

交

交

交

交

交

申
問

申
問

申
問

庁

庁

！イヌは生涯に１回の
登録と、生後91日以

降は年１回の狂犬病予防注
射が義務づけられています
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

な
っ
て
い
た
人
が
就
職
し
た
場

合
、
扶
養
し
て
い
た
人
の
勤
務

先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
の
加
入
は
、
勤
務
先

で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

携
帯
電
話
用
鉄
塔
の
供
用
を
開

始
し
ま
し
た

情
報
政
策
課
℡
23ｰ

３
３
５
０

　
市
で
は
、
携
帯
電
話
の
不
感

地
域
（
携
帯
電
話
の
電
波
が
届

か
な
い
地
域
）
対
策
事
業
と
し

て
、
携
帯
電
話
事
業
者
の
事
業

参
画
を
受
け
た
地
域
で
、
携
帯

電
話
の
鉄
塔
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
建
設
し
て
お
り

ま
し
た
鉄
塔
の
完
成
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
開
局
し
、
携
帯
電

話
の
ご
利
用
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
局
箇
所　
上
卯
月
局
（
伯
太

町
西
母
里
）

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者	

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

開
局
日
（
サ
ー
ビ
ス
開
始
日
）

平
成
28
年
３
月
10
日

「
こ
ど
も
の
日
」
は
高
校
生
以
下

の
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
運
賃
が
無
料

と
な
り
ま
す

　

市
民
参
画
課
℡
23-

３
０
６
９

　

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）

は
、
高
校
生
以
下
の
皆
さ
ん
の

イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
運
賃
が
全
線

無
料
と
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
降
車
時
に

運
転
手
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市営住宅の管理業務を委託しました

　　安来住宅管理事務所の概要
所在地　広瀬　１階
業務内容　入居登録、入退去の手続、
修繕、空室等の情報の提供、各種届
出など。
業務取扱時間　土日、祝祭日、年末年
始を除く、８時30分～17時15分まで。

　℡ 32-9020　　32-2075 

　建築住宅課℡ 23-3315

「クリーンアップやすぎデー」 

参加団体募集

　６月の環境月
間にあわせ、住
民参加の一斉清
掃活動を実施し
ます。参加団体
には、ごみ袋を
お渡しします。

退
職
・
就
職
を
し
た
人
は
、
健

康
保
険
・
年
金
な
ど
の
手
続
き

が
必
要
で
す

　
　

保
険
年
金
課

　
　

℡
23-

３
０
８
７

　

退
職
や
就
職
を
し
た
人
は
、

健
康
保
険
や
年
金
の
切
替
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
人
は
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
先　
保
険
年
金
課
、
広
瀬

　
、
伯
太

●
退
職
し
た
人

　
健
康
保
険
と
年
金
（
20
～
60

歳
未
満
）
の
切
り
替
え
が
必
要

で
す
。

▽
健
康
保
険　
次
の
３
つ
か
ら

選
択
し
て
く
だ
さ
い

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

②
退
職
前
の
健
康
保
険
に
引
き

続
き
加
入
す
る

③
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

ご
家
族
の
被
扶
養
者
に
な
る

手
続
き　
①
…
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
証
明
書
、
印
鑑
お
よ
び

世
帯
主
と
手
続
き
対
象
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
、
届
出

者
の
身
分
証
明
に
な
る
も
の
を

お
持
ち
の
上
、
市
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
③
…
そ
れ
ぞ
れ
の
お
勤
め
先

ま
た
は
保
険
証
の
発
行
元
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
退
職
と
同
時
に
再
就
職
さ
れ

た
人
は
市
役
所
で
の
手
続
き
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
年
金　
20
～
60
歳
未
満
の
人

で
健
康
保
険
の
①
②
を
選
択
し

た
人
は
年
金
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
③
を
選
択
し

た
人
は
配
偶
者
の
被
扶
養
と
な

る
場
合
を
除
き
ま
す
。
年
金
手

帳
を
お
持
ち
の
上
、
市
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
就
職
し
て
新
し
い
保
険
証
が

発
行
さ
れ
た
人

　
今
ま
で
国
民
健
康
保
険
証
を

お
使
い
の
人
は
、
国
民
健
康
保

険
喪
失
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

お
手
元
の
国
民
健
康
保
険
証
と

新
た
に
発
行
さ
れ
た
保
険
証
、

世
帯
主
と
手
続
き
対
象
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
、
届
出

者
の
身
分
証
明
に
な
る
も
の
を

お
持
ち
の
上
、
市
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

　
今
ま
で
健
康
保
険
の
扶
養
に

実施日　６月12日㈰
申込方法　参加申込書を提出して、事
前にごみ袋を受け取ってください。

申込先　環境政策課、広瀬・伯太各　、  
        山佐・布部・比田各

申込期限　５月20日㈮

問

問

問

問

交

　これまで市営住宅の各種管理業務
は、建築住宅課（伯太　）で行ってい
ましたが、４月１日から島根県住宅
供給公社に業務委託をしました。
　今後は、島根県住宅供給公社が広
瀬　１階に設置した『安来住宅管理
事務所』にて行います。

庁

庁

庁

申
問

　　環境政策課
　　℡２３-３１００
申 問

地

地

地
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軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

税
務
課

▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

・
市
民
税
係
℡
23-

３
０
４
１

▽
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　

・
固
定
資
産
税
係

　
　

℡
23-

３
０
５
１

▽
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

・
収
納
係
℡
23-

３
０
４
３

　
平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税

・
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を

５
月
２
日
㈪
に
発
送
し
ま
す
。

　
最
初
の
納
期
（
固
定
資
産
税

は
１
期・軽
自
動
車
税
は
全
期
）

は
５
月
31
日
㈫
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
軽

自
動
車
税
の
減
免

　
　
税
務
課
℡
23-

３
０
４
１

　
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
な

ど
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
減
免
要
件
は
、
障

が
い
の
程
度
な
ど
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
税
務
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
減
免

希
望
さ
れ
る
場
合
も
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

対
象
車
両　
①
障
が
い
者
本
人

が
所
有
す
る
も
の　
②
障
が
い

者
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人

が
所
有
す
る
も
の
（
障
が
い
者

本
人
が
普
通
自
動
車
や
軽
自
動

車
等
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

に
限
り
ま
す
）　

③
構
造
が
専

ら
障
が
い
者
の
利
用
に
供
す
る

た
め
の
も
の　
④
公
益
の
た
め

に
直
接
専
用
す
る
も
の
。

※
①
②
で
減
免
で
き
る
車
両
は

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
普
通

自
動
車
を
含
む
）の
う
ち
１
台
。

持
ち
物　
▽
①
～
④
共
通
…
申

請
書
、
印
鑑
、
個
人
番
号
確
認

書
類
、
本
人
確
認
書
類
、
車
検

証　
▽
①
②
…
対
象
車
両
を
運

転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か　

▽
③
…
構
造
の
わ
か
る
も
の

（
写
真
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
）

申
請
期
限　
５
月
31
日
㈫　

申
込
先　
税
務
課
、
広
瀬
・
伯

太
各　

そ
の
他　
申
請
書
は
申
込
先
の

窓
口
に
設
置
す
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　　　　計量器の定期点検を行います平
成
28
年
度
自
動
車
税
に
つ
い

て
島
根
県
東
部
県
民
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-
32-

５
６
２
６

●
自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で
に

　
平
成
28
年
度
の
自
動
車
税
は
、

納
期
限
（
５
月
31
日
㈫
）
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
通
知
書
は
５

月
２
日
㈪
に
発
送
し
ま
す
。
納

税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は

東
部
県
民
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
車

検
時
の
自
動
車
税
納
税
証
明
書

が
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
納
付
後
す
ぐ
に
車
検

を
受
け
る
場
合
は
、
従
来
ど
お

り
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
自
動
車
税
の
「
グ
リ
ー
ン
化

税
制
」
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
車

新
規
登
録
し
た
自
動
車
で
、
低

燃
費
お
よ
び
排
出
ガ
ス
性
能
が

一
定
の
基
準
を
満
た
す
自
動
車

は
、
そ
の
満
た
す
基
準
に
応
じ

て
、
税
額
が
約
75
㌫
ま
た
は
50

㌫
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
車
新
規
登
録
か
ら

11
年
経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

お
よ
び
13
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ

ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
、
税
額
が
約

15
㌫
、
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
は
約

10
㌫
加
算
さ
れ
ま
す
。

　計量法に基づき、取引や証明に使う計量器（はか

り、分銅・おもり等）の定期検査を下記の通り実施

します。該当の計量器・印鑑・手数料をご持参くだ

さい。

■平成28年度定期検査日程表
期　日 時　間 検査場所 対象区域

５月10日㈫
1０時００分～12時00分 比田 比田、 西谷

13時00分～14時00分 布部 布部、 宇波

14時30分～15時00分 山佐 上山佐、 奥田原

５月11日㈬ 10時00分～15時30分 広瀬中央
広瀬、 下山佐、

菅原

５月12日㈭
10時00分～10時30分 井尻 井尻

11時00分～11時30分 赤屋 赤屋

13時00分～14時00分 伯太中央 安田、 母里

５月13日㈮

10時00分～10時30分 飯梨 飯梨

11時00分～12時00分 能義 能義

13時30分～14時30分 大塚 大塚

15時00分～15時30分 宇賀荘 宇賀荘

５月16日㈪
10時00分～10時30分 島田 島田

11時00分～12時00分 赤江 赤江

13時30分～14時30分 荒島 荒島

５月17日㈫ 10時00分～15時30分 安来市学習
訓練センター

安来

５月18日㈬ 10時00分～15時30分 安来市学習
訓練センター

市内全域

　商工観光課℡２３－３345

問

問

問

交
交
交

交
交

交
交
交
交

交
交
交

交

交

申
問

地
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

　

福
祉
・
保
育
フ
ェ
ア
し
ま
ね
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会

福
祉
協
議
会

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

　

島
根
県
内
の
福
祉
事
業
所
の

人
材
確
保
お
よ
び
福
祉
職
場
に

就
職
を
希
望
す
る
人
へ
の
支
援

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
場
所　

▽
５
月
７
日

㈯
、
朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
西
新

町
）
▽
５
月
21
日
㈯
、
く
に
び

き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
学
園
南
）

時
間　
12
時
30
分
～
15
時
（
受

付
12
時
～
）　

内
容　
事
業
所
に
よ
る
個
別
就

職
面
談
、
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

そ
の
他　
▽
参
加
無
料　
▽
申

込
不
要　
▽
入
退
場
自
由　
▽

服
装
自
由　
▽
年
齢
制
限
な
し

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験

　
　

公
益
社
団
法
人
調
理
技
術

技
能
セ
ン
タ
ー

　

℡
03-

３
６
６
７-

１
８
６
７

　
調
理
師
を
対
象
に
、
昭
和
57

年
に
国
家
試
験
と
し
て
設
け
ら

れ
た
制
度
で
す
。合
格
す
る
と
、

“
専
門
調
理
師
”“
調
理
技
能
士
”

の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
試
験
日
程

▽
前
期
（
す
し
料
理
・
中
国
料

理
・
給
食
用
特
殊
料
理
）

受
験
申
請
書
受
付
期
間　
４
月

１
日
㈮
～
５
月
９
日
㈪
※
当
日

消
印
有
効

▽
後
期
（
日
本
料
理
・
西
洋
料

理
・
麺
料
理
）

受
験
申
請
書
受
付
期
間　
９
月

１
日
㈭
～
10
月
５
日
㈬
※
当
日

消
印
有
効

受
験
資
格　
実
務
経
験
な
ど
を

すべての事業所・企業が対象です

平成28年経済センサス－活動調査を
実施します

　国内の全産業分野の売上（収入）金
額や、費用などの経理項目を把握し、
事業所・企業の経済活動を全国的・
地域別に明らかにするため、	各種統
計調査を行います。
　皆さんにお答えいただくことが、
適切な施策へつながりますので、ご
理解とご協力をお願いします。

調査対象	
すべての事業所・企業
調査事項	
名称、電話番号、所在地、経営組織、
開設時期、従業者数、主な事業の内
容、売上・費用の金額、事業別売上
金額など（平成28年６月１日現在）
調査票 	
平成28年５月末までに、調査員の訪問、または本社へ
の郵送のいずれかにより、オンライン調査利用ガイド・
調査票をお届けします。

回答方法
①インターネットによる回答
　回答できる期間は、５月20日㈮～６月７日㈫です。
②調査票による回答
　平成28年６月１日以降に調査員へ提出してください。

その他
・報告いただいた個人情報は、統計法により厳格に保
護されており、統計作成の目的以外に使用されること
はありません。
・調査員は、顔写真の入った身分証を携行しておりま
す。不審に思われたら必ず確認してください。

　・総務課℡２３－３０１9
　・	平成28年経済センサス活動調査専用コールセン
ター（通話料無料）※５月６日㈮～９月30日㈮

　・調査全般、調査票記入方法について℡0120ｰ143ｰ150
　・インターネット回答について℡0120ｰ671ｰ937
　・統計局ＨＰ「経済センサス総合ガイド」
　　http://www.stat.go.jp/data/e-census/
　　　　　　guide/index.htm

満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
調
理
技
術
技

能
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
▽
試
験
は
実
技
と
学

科
を
実
施
し
ま
す　
▽
申
請
書

は
郵
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

か
ら
取
得
で
き
ま
す　
▽
受
験

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

	

こ
れ
ま
で
毎
週
水
曜
日
を

休
館
日
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
５
月
か
ら
毎
週
火
曜
日

を
休
館
日
に
変
更
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
火
曜
が
祝
日
の

場
合
は
、
翌
日
に
変
更
し
ま

す
。

※
４
月
中
は
通
常
ど
お
り
毎

週
水
曜
日
が
休
館
で
す
。

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中

（
４
月
29
日
㈮
～
５
月
８
日

㈰
）は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

問

問

問

申
問

安
来
市
立
歴
史
資
料
館
の
休
館

日
を
変
更
し
ま
す

　

安
来
市
立
歴
史
資
料
館

　

℡
32-

２
７
６
７
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申
込
締
切　
５
月
25
日
㈬

乳
幼
児
健
診

　

子
ど
も
未
来
課
℡
23-

３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
５
月
12
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
５
月
10
日
㈫
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
５
月
26
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
26
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
５
月
26
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象	

平
成
25
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

子
ど
も
未
来
課
℡
23-

３
２
２
２

日
時　
５
月
18
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

対
象　
平
成
27
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　

子
ど
も
未
来
課
℡
23-

３
２
２
２

日
時
・
場
所　
５
月
24
日
㈫

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時　
▽
７
～
８
カ
月
児
…

食
の
進
め
方
」（
４
か
月
児
健
診

時
に
配
布
）、
参
加
費
１
０
０

円
、
お
て
ふ
き

申
込
期
限　
５
月
20
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
要
申
込
）

　

子
ど
も
未
来
課
℡
23-

３
２
２
２

●
保
健
師
さ
ん
と
お
話
会
～

ト
イ
レ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
～

　
保
健
師
や
先
輩
マ
マ
さ
ん
と

お
話
し
て
不
安
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　
５
月
31
日
㈫
10

時
30
分
～
11
時
30
分
、

●
子
育
て
講
演
会
「
共
育
て

の
ス
ス
メ
～
パ
パ
の
子
育
て

術
～
」

　
父
親
が
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う

に
子
育
て
し
て
い
く
べ
き
か
を

お
話
し
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　
５
月
20
日
㈮
10

時
30
分
～
12
時
、

講
師　
福
井
正
樹
氏
（
特
定
非

営
利
活
動
法
人
Ｋ
ｉ
Ｒ
Ａ
Ｌ

ｉ
）

保　

健

13
時
30
分
～
13
時
45

分
（
受
付
時
間
）、

持
ち
物　
母
子
健
康

手
帳
、
冊
子
「
離
乳

　今回お知らせしている額は、平成28年度の
市民税額が確定するまでの仮算定額です。市
民税額の確定後に年間の介護保険料の額を決
定し、10月以降の徴収額を６月中旬にお知ら
せします。
　65歳以上の人の介護保険料基準額は、３年
ごとに改定されており、本年度は昨年度と同
額です。保険料は、被保険者（本人）および
世帯員の課税状況などにより、11段階に区分
されます。
■介護保険料額一覧（平成27～29年度分）

所得段階 年額（円） 月額（円）

第１段階 26,880円 2,240円

第２段階 47,040円 3,920円

第３段階 50,400円 4,200円

第４段階 60,480円 5,040円

第５段階 67,200円 5,600円

第６段階 80,640円 6,720円

第７段階 84,000円 7,000円

第８段階 87,360円 7,280円

第９段階 90,720円 7,560円

第10段階 100,800円 8,400円

第11段階 114,240円 9,520円

　　　　  　介護保険課℡２３-３２９３

平成28年度介護保険料の通知書を
４月中旬に発送しました

　65歳以上で介護保険料が年
金から特別徴収（天引き）さ
れる人を対象に、平成28年度
の介護保険料（４・６・８月の
徴収額）を記載した通知書を
４月中旬にお送りしています。

「
２
０
１
６
北
東
ア
ジ
ア
交
流

の
翼
in
し
ま
ね
」
の
日
本
青
年

を
募
集
し
ま
す

　
　

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
国

際
セ
ン
タ
ー
・
野
津

℡
０
８
５
２-

22-

５
６
５
４

　
島
根
を
訪
れ
る
北
東
ア
ジ
ア

の
青
年
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

期
間　
８
月
19
日
㈮
～
24
日
㈬

の
６
日
間
（
３
泊
程
度
の
宿
泊

含
む
）※
事
前
研
修
３
回
程
度
、

事
後
研
修
、
報
告
会
に
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
18
歳
～
30
歳
の
島
根
県

在
住
者
、
島
根
県
出
身
者

集
合
場
所　
松
江
市
内
（
交
通

費
自
己
負
担
）

伯伯

申
問

問

問

問

問

問

健

健

健

健健

健
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

島
根
県
点
訳
・
音
訳
（
朗
読
）・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
受

講
生
募
集

　
　

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
℡
０
８
５
２-
24-

８
１
６
９

　
点
字
・
録
音
図
書
等
の
製
作

を
通
じ
、
視
覚
障
が
い
者
の
読

書
・
情
報
環
境
の
充
実
と
社
会

参
加
支
援
を
図
る
た
め
、
点
訳

・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

習
会
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象　
次
の
３
つ
の
条
件

を
満
た
す
人
。

①
20
歳
以
上
（
学
生
は
除
く
）

②
講
習
終
了
後
、
当
施
設
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
継
続
的
に

活
動
が
で
き
る
人

③
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
る
人

コ
ー
ス
・
講
習
期
間

点
訳
コ
ー
ス
・
音
訳
コ
ー
ス
…

平
成
28
年
６
月
～
平
成
29
年
１

月
（
全
25
回
）

音
声
デ
イ
ジ
ー
編
集
コ
ー
ス
…

平
成
28
年
６
月
～
７
月
（
全
５

回
）

時
間　
毎
週
金
曜
日
13
時
30
分

～
16
時

受
講
会
場　
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ラ

教
室
・
講
座

イ
ブ
ラ
リ
ー（
松
江
市
南
田
町
）

募
集
締
切　
５
月
20
日
㈮
必
着

そ
の
他　
▽
無
料
（
た
だ
し
、

テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）　

▽
講
習
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
は

各
自
で
用
意

求
職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
「
７
月
期
受
講
生
」
の
募
集

　
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

　
求
職
者
（
主
に
雇
用
保
険
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人
）
を
対
象

に
、
地
域
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
専
門
的
技
能
・
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
職
業
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
必
要
な
実
践
的
技

能
・
知
識
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集　

▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科　
▽
金
属
加
工
科　

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

訓
練
期
間　
７
月
５
日
㈫
～
12

月
27
日
㈫

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島

根
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

募
集
期
間　
５
月
２
日
㈪
～
６

月
６
日
㈪

●
説
明
会
・
見
学
会

日
時　
５
月
９
日
㈪
・
23
日
㈪
・

６
月
３
日
㈮

 

第
１
回　

６
月
４
日
㈯

　
講
演
　『
出
雲
巡
礼 

安
来
編
』
～
巡
礼
路
・
供
養
塔
・
納
札
～

　
講
師
　
品
川
知
彦
氏
（
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

　
　
　
　
学
芸
企
画
課
長
）

第
２
回　

７
月
２
日
㈯

　
講
演
　『
松
江
藩
領
全
域
を
お
お
う
〝
輪
切
絵
図
〟
安
来
編
』

　            

～
安
定
的
な
年
貢
確
保
を
目
的
に
～

　
講
師
　
大
矢
幸
雄
氏
（
松
江
市
史
編
纂
委
員
専
門
部
会
絵
図

　
　
　
　
・
地
図
部
会
長
）

第
３
回　

８
月
６
日
㈯

　
講
演
　『
堀
尾
家
に
寄
せ
て
』
～
松
江
藩
初
代
藩
主 

堀
尾
　

　
　
　
　
忠
氏
公
の
墓
所
を
探
し
て
～

　
講
師
　
武
上
紀
江
氏
（
く
に
び
き
学
園
社
会
文
化
科
15
期
苺
の
会
）

第
４
回　

９
月
３
日
㈯

　
講
演
　『
路
傍
の
碑
を
訪
ね
て—

郷
土
再
発
見
』
～
碑
に
秘

　
　
　
　
め
ら
れ
た
郷
土
の
歴
史
～

　
講
師
　
佐
々
木
弘
氏
（
元
安
来
市
立
図
書
館
長
）　

第
５
回　

10
月
１
日
㈯

　
講
演
　『
出
雲
を
原
郷
と
す
る
人
た
ち
　
安
来
編
』
～
地
名

　
　
　
　
に
刻
ま
れ
た
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
～

　
講
師
　
岡
本
雅
享
氏
（
福
岡
県
立
大
学
准
教
授
）

第
６
回　

11
月
19
日
㈯

　
講
演
　『
広
瀬
藩
の
姫
君
た
ち
』

　
講
師
　
内
田
文
恵
氏
（
松
江
市
ま
ち
づ
く
り
文
化
財

　
　
　
　
課
史
料
編
纂
室
専
門
官
）

図
書
館
歴
史
講
座

 

「
安
来
探
訪
」

　
安
来
市
に
ま
つ
わ
る
、

歴
史
、
文
化
、
民
俗
等

に
つ
い
て
広
く
学
び
、

市
民
の
生
涯
学
習
や
ま

ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

場
所
　
和
鋼
博
物
館
　

映
像
ホ
ー
ル
（
安
来
市

立
図
書
館
隣
接
）

時
間
　
13
時
30
分
～
15

時
30
分

申
込
　
受
講
に
つ
い
て

は
自
由
参
加
制
と
し
ま

す
が
、
継
続
的
な
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。（
無

料
）

※
内
容
は
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

安
来
市
立
図
書
館

　
　

℡
22-

２
５
７
４

申
問

申
問

申
問

広報やすぎ　2016年５月 33



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
23-

１
７
５
０

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
５
月
9
日
㈪・16
日
㈪・

23
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室
エ
ク
セ
ル
初

級
コ
ー
ス

日
時　
５
月
24
日
㈫
～
27
日
㈮

９
時
30
分
～
12
時
30
分
（
４
日

間
）

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　
▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要　
▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人

が
対
象
。

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　
職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
一

緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
12
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

※
日
時
、
人
数
、
講
習
内
容
な

ど
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

受
講
料　
各
講
座
一
人
５
０
０

心
の
健
康
相
談（
無
料・要
申
込
）

　
　

松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　
・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

内
容　
心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

●
安
来
会
場

日
時　
５
月
26
日
㈭
13
時
30
分

～
15
時
30
分

会
場　
安
来
中
央

※
５
月
24
日
㈫
ま
で
に
要
予
約

●
松
江
会
場

日
時　
５
月
12
日
㈭・16
日
㈪・

31
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

相　

談

会
場　
松
江
保
健
所
（
松
江
市

東
津
田
町
）

※
前
日
ま
で
に
要
予
約
。

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　
　

い
き
い
き
健
康
課

　
　

℡
23-

３
２
２
０

　
食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　
▽
５
月
10
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

　
　
▽
５
月
24
日
㈫
９
時
～
12

時
、

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講
習

「
パ
ソ
コ
ン
操
作
基
礎
講
習

ワ
ー
ド
」（
受
講
無
料
）

　
　

島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０ｰ

78-

１
１
４
２

　
講
習
終
了
後
も
求
人
情
報
の

提
供
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

日
時
・
場
所　
５
月
30
日
㈪
～

６
月
３
日
㈮
10
時
～
16
時
（
５

日
間
）、
安
来
市
学
習
訓
練
セ

ン
タ
ー

対
象　
60
歳
以
上
で
安
来
市
・

松
江
市
に
お
住
い
の
人

申
込
期
限　
５
月
16
日
㈪

定
員　
15
人
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　
　

島
根
県
司
法
書
士
会

℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

日
時　
５
月
14
日
㈯
13
時
～
17

時会
場　
島
根
県
司
法
書
士
会
館

（
松
江
市
南
田
町
）

内
容
、
相
続
、
遺
言
、
不
動
産

売
買
、名
義
変
更
、会
社
登
記
、

お
金
の
貸
し
借
り
、借
金
、ロ
ー

ン
、悪
質
商
法
、ク
レ
ジ
ッ
ト
、

裁
判
な
ど
。

そ
の
他　
▽
無
料　
▽
予
約
優

先　
▽
秘
密
厳
守

●
電
話
相
談
も
し
て
い
ま
す

平
日
の
12
時
30
分
～
15
時
30
分

手話奉仕員養成講座
受講生募集
　簡単な日常会話を
行うために必要な手
話を習得し、将来、
手話奉仕員として活
動していただける人
の養成を行います。
　手話奉仕員とは、聴覚障がい者に対し、
手話で日常的なコミュニケーション支援な
どを行う人です。興味のある人はぜひ受講
してください。

日　程　７月４日㈪～平成29年12月の期間
　　　　の月曜日（全47回・月２～３回実施）
時　間　13時30分～15時30分
場　所　安来中央
定　員　20人程度
受講料　無料（ただし、テキスト代3240円
　　　　は受講者負担）
申込締切　６月10日㈮
　　　　　福祉課℡２３-３２１７

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

申 問

交

交

交

健
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

　
比
婆
山
神
話
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
・
石
原

　
℡
０
９
０-

２
２
９
７-
４
５
９
９

比
婆
山
神
話
フ
ェ
ス
タ   

イ
ザ
ナ
ミ
祭

イ
ベ
ン
ト

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　
▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　
▽
市
民
相
談

室
℡
23-

３
０
６
８

行
政
相
談
所　
▽
９
時
～
12
時

▽
市
民
相
談
室
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　
▽
９
時
30

分
～
12
時　
▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）

　
仕
事
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者

の
総
合
相
談
窓
口
。

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０　

▽
13
時
～

16
時

第
10
回
記
念
凧
あ
げ
＆
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

　

安
来
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

　

会
・
山
根

℡
０
９
０-

４
５
７
４-

５
３
６
２

日
時　
５
月
１
日
㈰
９
時
30
分

～
12
時
（
受
付
９
時
～
）

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
。

場
所　

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園

（
仮
称
）
※
島
田
干
拓
地
内

持
ち
物　
た
こ（
希
望
者
に
は
、

１
枚
３
０
０
円
で
お
分
け
し
ま

す
。
先
着
50
枚
）

申
込
先　
さ
く
ら
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
℡
23-

１
９
２
３
）

※
４
月
23
日
㈯
ま
で
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

※
当
日
に
会
場
で
も
受
付
可
。

そ
の
他　

▽
参
加
無
料　

▽

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
。　

美
保
基
地
航
空
祭

　

美
保
基
地
渉
外
室
広
報
班

℡
０
８
５
９-

45-

０
２
１
１

日
時
・
場
所　
５
月
29
日
㈰
９

時
～
15
時
、
航
空
自
衛
隊
美
保

基
地
内
（
境
港
市
小
篠
津
町
）

主
な
内
容
（
予
定
）　
▽
航
空
機

地
上
展
示
（
Ｃ-

１
、
Ｙ
Ｓ-

11
、

Ｔｰ

４
０
０
な
ど
）　
▽
航
空
機

飛
行
展
示
（
Ｆ-

２
な
ど
）
▽

主
要
装
備
品
展
示
ほ
か
。

注
意
事
項　
▽
無
料
駐
車
場
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
極

力
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い　
▽
車
で
お
越
し
の
際

は
、
江
島
大
橋
は
大
変
な
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
迂
回

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す　
▽
ペ
ッ
ト
類
（
盲
導

犬
を
除
く
）
を
連
れ
て
の
来
場

は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他　
当
日
ま
で
の
間
、
飛

行
展
示
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

内
容　

▽
比
婆
山
グ
ル
メ
屋

台
村
（
９
時
30
分
～
15
時
）　

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
伯
太
太
鼓

（
10
時
～
）
▽
豚
汁
の
無
料
提
供

な
ど

駐
車
場　
井
尻
小
学
校
、
消
防

井
尻
分
団
格
納
庫
周
辺
。
当
日

は
、
会
場
と
駐
車
場
を
往
復
す

る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

●
比
婆
山
神
話
登
山
ウ
オ
ー
ク

　
　

          　
　
（
11
時
～
）

コ
ー
ス　
清こ

り水
掻か
き

コ
ー
ス
約
３

キ
ロ
。

定
員　
約
２
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
一
人
３
０
０
円

参
加
申
込　
当
日
９
時
30
分
～

10
時
30
分
ま
で
に
会
場
内
の
横

屋
公
民
館
で
受
け
付
け
。

日時　5月8日㈰

　　 9時30分～15時

場所　比婆山周辺（伯太町横屋）

　

国
生
み
の
神
イ
ザ
ナ
ミ
が
眠
る
と
さ
れ
る
比
婆
山
で
開
催
し
ま
す
。

結婚を応援！結婚相談「はぴこ交流サロン」
　縁結びボランティア「島根はっぴぃこーでぃねー
たー」の安来地区会員で結成された「安来はぴこ会」
との共催で、結婚を望む独身男女を対象に、毎月１
回の結婚相談会を実施しています。 （“はぴこ”とは、
縁結びボランティア「島根はっぴぃこーでぃねー
たー」の愛称です） 
　結婚に関する相談・アドバイス、お見合いのセッティ
ング、出会いイベント情報のお知らせなども行います。

開催日　毎月１回　第２日曜日 10時～12時 
　　　　（５月の開催日…５月８日㈰）
場　所　丸永建設１階　カフェ・ローチ
内　容　独身男女を対象にした結婚相談
　　　　※予約不要、相談無料

　　　　定住企画課　℡２３-３０５９

比
婆
山
神
話
フ
ェ
ス
タ   

イ
ザ
ナ
ミ
祭

問

問

問

申 問
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あ

エッサくんと行く

広
報

や
す

ぎ
　

平
成

2
８

年
５

月
号

昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

やすぎ再発見

神
か ん

庭
ば

のくちなわ岩
い わ

　今
いま

から 240 年
ねん

ぐらい前
まえ

のことです。植
うえ

田
だ

村
むら

に住
す

んで

いた亀
かめ

若
わか

と芳
よし

松
まつ

という子
こ

どもの兄
きょうだい

弟が、「くちなわ岩
いわ

」

と呼
よ

ばれる岩
いわ

のまわりで栗
くり

を拾
ひろ

っていました。この岩
いわ

に

はその名
な

のとおり、くちなわ（大
だい

蛇
じゃ

）が住
す

むと言
い

われて

いましたが、兄
きょうだい

弟は気
き

にもしていませんでした。かごが

栗
くり

で一
いっ

杯
ぱい

になり、帰
かえ

ろうとしたとき、｢ ザーッ ｣ と地
じ

面
めん

を擦
す

るような音
おと

が聞
き

こえました。音
おと

が鳴
な

った方
ほう

を見
み

る

と、なんと大
だい

蛇
じゃ

がくちなわ岩
いわ

から這
は

い出
だ

して来
く

るので

す。兄
きょうだ

弟は「くちなわだ！」と叫
さけ

ぶと、かごを捨
す

てて逃
に

げました。すると大
だい

蛇
じゃ

は飛
と

ぶように這
は

い、あっという間
ま

に兄
きょうだい

弟に追
お

いつくと、大
おお

きな口
くち

で兄
あに

の亀
かめ

若
わか

をペロリと飲
の

み込
こ

んでしまったのです。

　家
いえ

に飛
と

び帰
かえ

って来
き

た芳
よし

松
まつ

に話
はな

しを聞
き

いた父
ちち

は、すぐに

まさかりを担
かつ

いで山
やま

へ走
はし

りました。岩
いわ

の近
ちか

くまで来
く

ると、

大
だい

蛇
じゃ

が大
おお

きなお腹
なか

で苦
くる

しそうにとぐろを巻
ま

いてあえいで

います。それを見
み

た父
ちち

は「おのれ！」と叫
さけ

ぶと、首
くび

根
ね

っ

こをめがけてまさかりを力
ちから

一
いっ

杯
ぱい

振
ふ

り下
お

ろしました。する

と蛇
へび

の血
ち

が飛
と

び散
ち

り、ドロドロした液
えき

体
たい

と一
いっ

緒
しょ

に体
からだ

中
じゅう

の毛
け

が溶
と

けた亀
かめ

若
わか

が

流
なが

れ出
で

てきました。

急
いそ

いで父
ちち

が亀
かめ

若
わか

を抱
だ

きあげると、なんと

か息
いき

を吹
ふ

き返
かえ

しまし

た。しかし、この日
ひ

以
い

来
らい

、亀
かめ

若
わか

には毛
け

が

一
いっ

本
ぽん

も生
は

えなかった

ということです。

くちなわ岩（神庭町）

　神庭町奈賀江から 30 分程、山道を登ると標高 270 ㍍付近の山
中にくちなわ岩があります。人の高さの倍以上もある巨石は、お
話しのとおり大蛇がいても違和感がないほどの異様な存在感を醸
し出しています。
　巨石周辺は、海外引揚者が昭和 21 年頃から開拓した場所で、
最盛期には４世帯が居を構えていました。野菜や
果樹を栽培し、発電機で電灯をともして生活され
ていましたが、20 年ほど前に最後の 1軒が山を
下りて集落は閉鎖されました。今も周辺の草木の
中にブロックや建物など痕跡を確認することがで
きます。

四コママンガ

▲山中にあるくちなわ岩


